




�
��
��

　

本
学
は
明
年
に
創
立
三
十
年
を
む
か
え
ま
す
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
こ
の
十
月
に
は
図
書
館
情
報
大
学
と
統
合
し
、
新
た
な
飛
躍
に
向
け
て
、
お
お

き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
よ
っ
て
今
日
の
本
学
を
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
豊
か
な
伝
統
が
失
わ
れ
る
は
ず
は
な
く
、
現
代
に
生

き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、「
古
い
皮
袋
に
新
し
い
酒
」
の
譬
え
の
と
お
り
、
先
人
た
ち
の
偉
大
な
業
績
は
つ
ね
に
顧
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
学
の
日
本
史
学
の
研
究
の
伝
統
は
、
古
く
明
治
の
は
じ
め
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
が
、
昭
和
四
年
に
設
立
さ
れ
た
前
身
校
の
ひ
と
つ
、
東
京
文
理

科
大
学
の
初
代
学
長�
三
宅
米
吉
博
士
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
発
展
の
確
固
と
し
た
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
歴
史
・
人
類
学
系
と
の
共
催
で
、「
天
神
様
」
で
親
し
ま
れ
て
い
る
北
野
天
満
宮
の
記
録
や
文
書
、
さ
ら
に
そ
れ
に
由
来
す
る
絵
図
な
ど
を
中
心

と
し
た
特
別
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
三
宅
博
士
の
学
統
に
連
な
る
歴
史
研
究
者
の
か
た
が
た
の
偉
業
を
偲
び
、
あ
わ
せ
て
「
学
問
の
神
様
」、「
和
魂

漢
才
」
の
古
き
良
き
世
界
に
想
い
を
馳
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

時
節
は
こ
の
よ
う
な
企
画
に
必
ず
し
も
最
適
と
は
申
せ
ま
せ
ん
が
、
師
走
の
ひ
と
と
き
、
ぜ
ひ
と
も
図
書
館
に
お
出
か
け
い
た
だ
き
た
く
、
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

　
　

平
成
一
四
年
一
二
月

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
長　
　

山
内　

芳
文　
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ご
挨
拶

北
野
神
社
に
つ
い
て�

１

菅
原
道
真
略
伝　

―��
ひ
と�
か
ら�
か
み�
へ�
―�

３

北
野
神
社
松
梅
院
と
そ
の
文
書　

―�
「
北
野
天
満
宮
寄
進
状
壹
巻
」
を
中
心
に�
―�

９

『
北
野
社
家
日
記
』
に
つ
い
て�

　
１９

寺
社
に
お
け
る
引
付
の
一
例　

―�
東
寺
凡
僧
別
当
引
付�

　
２２

　
　
《
コ
ラ
ム
》
北
野
神
社
文
書
の
伝
来
と
整
理�

　
２５

権
現
造
建
築
を
支
え
る
し
く
み　

―�
北
野
神
社
の
遷
宮
記
録�
―�

　
２７

東
国
の
神
社
文
書　

―�
香
取
文
書　

一
巻　

八
通�

　
３０

表　

紙　
　

明
治
年
間　

北
野
社
域
図　

九
九
・
〇
×
一
六
三
・
〇

　
　
　
　
　

至
徳
三
年
（
一
三
八
六
）
正
月
二
八
日　

足
利
義
満
御
判
御
教
書　

三
四
・
四
×
五
五
・
六

　
　
　
　
　

天
満
大
自
在
天
神
像
（
本
学
図
書
館
情
報
学
系
綿�
豊
昭
教
授
蔵
）

裏
表
紙　
　

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
社
法
引
付　

二
月
一
九
日
条　

冊
子
二
六
・
八
×
二
一
・
〇



　

北
野
神
社
は
京
都
市
上
京
区
馬
喰
町
に
鎮
座
し
て
い
る
。
古
来
か
ら
北
野
社
・
北

野
天
神
・�
天
満
大
自
在
天
神
社�
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
き
て
、
第
二
次
大
戦
後
は
北
野
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天
満
宮
と
称
し
て
い
る
。
祭
神
は�
菅
原
道
真�
で
あ
る
。
道
真
は
学
問
や
諸
芸
能
に
す

��������	

ぐ
れ
、
宇
多
・
醍
醐
両
天
皇
の
信
任
が
厚
く
右
大
臣
に
昇
っ
た
。
し
か
し�
延
喜�
元
年

�
�
�

（
九
〇
一
）、
時
の
権
力
者�
藤
原
時
平�
の�
讒
言�
に
よ
っ
て�
大
宰
権
帥�
に
左
遷
さ
れ
、
そ

���������	


�
�
�
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の
ま
ま
翌
々
年
に�
大
宰
府�
で
没
し
た
。
そ
の
地
に
廟
所
を
建
て
た
の
が
太
宰
府
天
満

�
�
�
�

宮
の
起
源
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

道
真
の
没
後
、
無
実
の
罪
に
よ
っ
て
遠
方
で
憂
死
し
た
道
真
へ
の
同
情
が
高
ま
っ

た
。
そ
の
こ
ろ
、
京
都
で
は
落
雷
等
の
異
変
が
し
き
り
に
起
こ
り
、
宮
中
や
時
平
の

一
族
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
は
道
真
の
怨
霊
が�
大
政
威
徳
天
神�
と
な
っ
て

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

祟
っ
た
の
で
あ
る
と
世
人
は
う
わ
さ
し
た
。
朝
廷
で
は
祟
り
を
恐
れ
、
道
真
に
も
と

の
官
位
を
回
復
し
て
正
二
位
を
贈
り
、
勅
し
て
火
雷
天
神
の
号
を
賜
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が�
天
慶�
五
年
（
九
四
二
）、
道
真
の
怨
霊
は
右
京
七
条
に
住
む�
多
治
比
文
子��

������
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に
取
り
つ
い
て
次
の
よ
う
に
託
宣
し
た
と
い
う
。

　
　

神
殿
を�
右
近
馬
場�
に
造
れ
、
我
今
既
に
天
神
の
号
を
得
て
鎮
国
の
思
あ
り
、
故

�
�
�
�
�
�

に
彼
処
に
住
ま
ん
、

右
近
馬
場
と
は
北
野
の
あ
た
り
の
こ
と
で
あ
る
。
北
野
は
天
皇
の
遊
猟
の
地
で
あ

り
、
ま
た
遣
唐
使
の
派
遣
に
あ
た
っ
て
は
こ
こ
で
海
路
の
無
事
が
祈
ら
れ
た
り
、
さ

ら
に
は
雷
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
う
よ
う
に
、
も
と
も
と
神
聖
な
場
所
で
あ
っ
た

ら
し
い
。
道
真
の
怨
霊
は
「
北
野
に
社
を
造
れ
」
と
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
実
際
に
は
実
行
さ
れ
ず
に
、
多
治
比
文
子
は
自
分
の
家
の
付
近
に
道
真
の

仮
宮
を
建
て
る
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ
が�
天
暦�
元
年
（
九
四
七
）、
怨
霊
は
ふ
た
た

�����

び�
近
江
比
良�
社
の�
禰
宜�

�
�
�
�
�
�

�
��

神
良
種
の�
息
子
太
郎
丸
七
歳
に
託
宣
し
、
社
殿
の
建
立
を
要

�
�
�
�
�
�
�

求
し
た
。
そ
こ
で
北
野
の
朝
日
寺
の
僧�
最
珍�
は
良
種
ら
と
協
力
し
て
現
在
地
に
神
殿

�
�
�
�

を
造
立
し
た
。
こ
れ
が
北
野
神
社
の
起
源
で
あ
る
と
『
北
野
天
神
縁
起
』
は
伝
え
て

い
る
。

　

北
野
神
社
に
は
、
た
ち
ま
ち
、
参
詣
の
人
び
と
が
多
く
な
っ
た
。�
天
徳�
三
年
（
九

�
�
�
�

五
九
）、�
藤
原
師
輔�
は
自
分
の
新
造
の
壮
麗
な
屋
敷
を
移
し
、
社
殿
と
し
て
寄
進
し

��������	

て
北
野
神
社
を
も
り
た
て
た
。
そ
の
と
き
の
祭
文
に
、

　
　

男
女
の
子
孫
品
々
に
、
男
を
ば
国
家
の
棟
梁
と
し
て
、
万
機
の�
節
録�
を
意
に
任

�
�
�
�

せ
、
及
び
太
子
の
祖
を
成
し
、
女
を
ば
国
母
・
皇
后
・
帝
王
の
母
た
る
我
が
姓

藤
原
の
氏
と
千
世
之
世
に
名
を
伝
へ
、
万
孫
之
家
に
跡
を
継
て
、

と
あ
っ
た
と
い
う
。
師
輔
の
父�
忠
平�
は
時
平
の
弟
で
あ
っ
た
が
、
兄
と
は
違
っ
て
道

�
�
�
�

真
と
親
し
か
っ
た
。
時
代
は
時
平
流
が
よ
う
や
く
衰
え
忠
平
流
が
盛
え
て
い
っ
た
時

期
で
、
師
輔
は
そ
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
北
野
神
社
に
大
い
に
期
待
し
た
。
こ
う
し

て
北
野
神
社
は
藤
原
氏
の
氏
神
的
存
在
と
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た�
寛
弘�
元
年
（
一
〇

�
�
�
�

〇
四
）
の�
一
条
天
皇�
を
最
初
と
し
て
、
天
皇
・
上
皇
の
行
幸
・
御
幸
が
何
度
も
行
な

���������

わ
れ
、
北
野
神
社
は
皇
室
の
氏
神
的
存
在
と
も
な
っ
た
。
こ
の
風
潮
の
な
か
で
、
他

の
貴
族
た
ち
の
北
野
神
社
へ
の
参
詣
や
参
籠
、
祈
願
も
絶
え
な
か
っ
た
。
北
野
神
社

の
祭
神
に
は
、
道
真
の
長
子�
高
視�
が
中
将
殿
、
正
室
が�
吉
祥
女�
と
称
し
て
加
え
ら
れ

�
�
�
�

�
�
�
�
	



た
。

　

ま
た�
永
延�
元
年
（
九
八
七
）、
朝
廷
は
八
月
五
日
の
北
野
の
祭
り
を
恒
例
の
官
祭

�
�
�
�

と
し
た
。
こ
の
祭
り
は
菅
原
道
真
の
霊
を
慰
め
る
た
め
の�
御
霊
会�
で
あ
っ
た
。
の
ち

�
�
�
�
�

に
五
日
は�
後
冷
泉
天
皇�
の
母
后
の
忌
日
に
当
た
っ
た
の
で
、
四
日
に
改
め
ら
れ
て
今

�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
に
至
っ
て
い
る
。

　

北
野
の
祭
り
と
し
て
、
九
月
九
日
に
行
な
わ
れ
た�
瑞
饋
祭�
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

�
�
�
�
�
�

る
。
こ
れ
は�
永
承�
元
年
（
一
〇
四
六
）
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
祭
で
あ
る
。
北
野
神

�����

社
の
社
家
が
自
作
の
新
穀
・
野
菜
・
果
実
な
ど
に
草
花
を
飾
り
つ
け
て
神
前
に
供
え
、

五
穀
成
就
の
感
謝
の
祭
と
し
た
の
で
瑞
饋
（
め
で
た
い
品
物
を
贈
る
）
祭
と
称
さ
れ

た
と
い
う
。
室
町
時
代
の�
応
仁�
年
間
に
、
祭
の
日
は
一
〇
月
四
日
に
変
わ
っ
た
。
江

�
�
�
�

―�１�―

�
�
�
�
�
�
�
�



戸
時
代
以
降
、「
瑞

饋
」
と
音
の
通
じ
る

「�
芋
茎�
」
で
屋
根
を

�
�
�

葺
き
、
い
ろ
い
ろ
な

野
菜
で
飾
り
立
て
た

神
輿
を
西
ノ
京
中
を

振
り
ま
わ
す
祭
に
変

化
し
た
。
こ
の
神
輿

を
「
ず
い
き
み
こ

し
」
と
称
し
た
が
、

さ
ら
に
「
ず
い
き
」

の
音
は
「
随
喜
祭
」

の
名
称
を
生
む
に

至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
北
野

の
祭
礼
は
、
京
都
の

年
中
行
事
と
し
て
貴

族
か
ら
庶
民
に
至
る

ま
で
の
老
若
男
女
に

大
い
に
人
気
が
あ
り
、
祭
礼
の
当
日
に
は
多
く
の
参
詣
者
で
賑
わ
っ
た
。
現
在
の
社

殿
は�
慶
長�
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
に�
豊
臣
秀
頼�
が�
片
桐
且
元�
を
普
請
奉
行
と
し
て

������

�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

造
営
し
た
も
の
で
、
桃
山
建
築
の
特
色
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
仙
台
市
の
大
崎
八
幡

神
社
と
と
も
に
、
現
存
最
古
の
権
現
造
で
、
そ
の
形
式
は
日
光
東
照
宮
に
受
け
つ
が

れ
た
。
本
殿
・
拝
殿
な
ど
は
国
宝
、
中
門
・
回
廊
な
ど
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
境
内
に
あ
る
梅
の
木
は
、
道
真
が
特
に
好
ん
だ
花
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

　

ま
た
北
野
神
社
の
境
内
で
は�
連
歌
会�
や�
大
猿
楽
会�
な
ど
が
た
び
た
び
行
な
わ
れ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

た
。
特
に�
天
正�
一
五
年
（
一
五
八
七
）
年
一
〇
月
、
豊
臣�
秀
吉�
が
企
画
し
、�
千
利
休�

������

�
�
	
�
�


�����

が
演
出
し
た�
北
野
大
茶
湯�
は
有
名
で
あ
る
。
秀
吉
は
、
こ
の
年
七
月
、
九
州
を
平
定

�
�
�
�
�
�
�
�
�

し
て
全
国
統
一
の
業
を
大
き
く
前
進
さ
せ
て
い
た
。
北
野
大
茶
湯
は
、
秀
吉
が
自
ら

の
富
と
当
時
流
行
の
茶
の
湯
の
保
護
者
で
あ
る
こ
と
を
宣
伝
し
、
い
っ
そ
う
の
人
心

収
攬
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
会
場
は
北
野
神
社
の
境
内
と
そ

の
社
頭
の
松
原
で
あ
っ
た
。
こ
の
茶
会
を
催
す
こ
と
を
知
ら
せ
る
高
札
に
は
、
ま
ず
、

　
　

御
名
物
共
残
ら
ず
相
揃
え
ら
れ
、�
数
寄�
執
心
の
者
に
見
せ
ら
る
べ
き
御
た
め
、

�
�

御
催
成
さ
れ
候
事
、

と
記
さ
れ
て
い
た
。「
こ
の
茶
会
で
は
秀
吉
や
利
休
、
そ
の
他
の
茶
人
が
所
有
し
て

い
る
茶
道
具
の
名
器
を
残
ら
ず
見
せ
よ
う
」、
と
い
う
の
で
あ
る
。
続
い
て
、

　
　

茶
湯
執
心
に
お
い
て
は
、
ま
た
若
党
・
町
人
・
百
姓
以
下
に
よ
ら
ず
、
釜
一
、

つ
る
べ
一
、
呑
物
一
、
茶
な
き
も
の
は
こ
が
し
に
て
も
候
間
、
提
げ
来
り
仕
る

べ
く
候
事
、

「
茶
の
湯
に
熱
心
な
者
で
あ
っ
た
ら
、
若
党
・
町
人
・
百
姓
な
ど
身
分
が
低
く
て
も

ま
っ
た
く
構
わ
な
い
。
持
っ
て
い
る
茶
道
具
を
、
何
か
ひ
と
つ
で
も
よ
い
か
ら
持
参

し
て
参
加
せ
よ
。
何
も
な
け
れ
ば
、
こ
が
し
（
煎
麦
の
粉
）
を
持
っ
て
く
る
の
で
も

よ
い
」
と
、
貴
賎
上
下
の
差
別
は
し
な
い
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。
さ
ら
に
続
い
て
、

　
　
�
侘�
者
に
お
い
て
は
、
誰
々
遠
国
の
者
に
よ
ら
ず
、
御
手
前
に
て
御
茶
下
さ
る
べ

�
�き

旨
仰
せ
出
だ
さ
れ
候
事
、

「
茶
の
湯
の
愛
好
家
で
あ
っ
た
ら
、
誰
で
あ
っ
て
も
、
遠
国
か
ら
来
た
見
知
ら
ぬ
者

で
あ
っ
て
も
、
秀
吉
自
身
が
亭
主
と
な
っ
て
茶
を
飲
ま
せ
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

秀
吉
の
こ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
九
月
下
旬
に
は
二
畳
敷
の
茶
室
が�
「��
経
堂
よ

�������

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

り�
松
梅
院�
の
近
辺
ま
で
一
間
の
明
所
も
な
く
八
百
余
」
も
建
て
ら
れ
た
と
い
う

�������

（『
北
野
大
茶
湯
記
』）。

　

こ
の
大
茶
湯
は
一
〇
日
間
続
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、
実
は
一
日
だ
け
で
終
わ
っ
て

い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
一
日
だ
け
で
も
一
〇
〇
〇
人
あ
ま
り
が
参
加
し
た
と
い
わ
れ
、
十
分
な
効
果
が

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
催
し
を
行
う
の
に

は
北
野
神
社
が
適
当
な
場
所
で
あ
る
と
当
時
の
人
び
と
が
意
識
し
て
い
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
北
野
神
社
は
信
仰
の
霊
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
庶
民
的
な
、
芸
能
の
雰
囲
気

に
満
ち
た
地
域
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
北
野
神
社
に
関
し
て
は
、
北
野
神
社
文
書
・
引
付
・
連
歌
懐
紙
な
ど
中
世
の

文
化
史
や
社
会
経
済
史
上
に
重
要
な
史
料
も
多
い
。

（
今
井　

雅
晴
）

―�２�―

１１００年忌の平成１４年に修復された北野天満宮社殿



一　
「
学
者
」
道
真

　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
九�
羇
旅�
歌
に
「
こ
の
た
び
は　

ぬ
さ
も
と
り
あ
へ
ず　

た
む

�
�
�

け
山　

紅
葉
の
錦　

神
の
ま
に
ま
に
」
の
歌
を
残
す
菅
原
道
真
は
、�
承
和�
一
二
年

�
�
�
�

（
八
四
五
）�
に
大
学
頭
な�

�
�
�
�
�
�
�

ど
を
歴
任
し
た�
是
善�
を
父
と
し
、�
伴�
氏
を
母
と
し
て
誕
生
し�

�
�
�
�
�

�
�

た
。
幼
名
は�
阿
古�
と
い
う
。

�
�

　

菅
原
氏
と
は
、�
天
応�
元
年
（
七
八
一
）
に�
土
師�
氏
が
、
姓
を
変
更
し
て
ほ
し
い
と

�
�
�
�
�

�
�

申
し
出
て
、
出
身
地
の
大
和
国
添
下
郡
菅
原
郷
（
奈
良
市
菅
原
町
）
に
因
ん
で
氏
名

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
土
師
氏
は
、
天
皇
の
葬
送
に
関
わ
る
職
掌
を
担
っ
て
き
た
氏

族
で
あ
る
。
こ
う
し
た
職
掌
の
み
を
以
て
、
朝
政
に
預
か
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

の
が
変
更
を
願
い
出
た
所
以
で
あ
っ
た
。
以
後
、�
古
人�
、
道
長
、�
清
公�
、
そ
し
て
、

�
�
�
�
�

�
�
�
�

道
真
の
父
で
あ
る
是
善
な
ど
の
文
人
・
学
者
を
輩
出
し
た
。
旧
菅
原
郷
に
は
道
真
を

祭
神
と
す
る
菅
原
神
社
が
あ
る
。

　

学
者
の
家
に
生
を
受
け
た
も
の
と
し
て
、
幼
い
頃
か
ら
父
を
は
じ
め
と
し
て
、
後

に
は
舅
と
な
る
門
人
の
島
田�
忠
臣�
か
ら
も
詩
文
の
薫
陶
を
受
け
る
な
ど
し
た
。
そ
の

�
�
�
�

才
能
は
、
早
く
か
ら
開
花
し
た
。
古
代
の
官
人
の
出
仕
の
経
路
で
あ�
る
文
章
生�
さ
ら

�
�
�
�
�

に
は
文
章
得
業
生
と
し
て
、
学
識
の
様
を
内
外
に
喧
伝
さ
れ
、�
元
慶
元

������

年
（
八
七

�
�
�
�
�

七
）
に
は
、
父
と
同
様
に
文
章
博
士
と
な
っ
た
。
い
わ
ば
学
者
の
家
を
継
承
し
た
こ

と
と
な
る
。
そ
の
間
に
も
、
官
職
・
官
位
は
正
六
位
上�
下
野
少
掾�����
を

��������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

手
始
め
に�
兵
部�

�
�
�
�

�
少
輔�
・
民
部
少
輔
に
任
じ
ら
れ
た
。
学
者
と
し
て
の
一
面
を
物
語
る
も
の
と
し
て
、

�
�
�
�

い
わ
ゆ
る
「�
菅
家
廊
下�
」
な
る
も
の
を
経
営
し
門
人
を
数
多
く
擁
し
て
教
育
に
あ
た

�
�
�
�
�
�

る
が
、
単
に
家
業
に
い
そ
し
む
だ
け
で
は
な
く
、
時
世
へ
の
意
見
書
を
た
び
た
び
提

出
し
て
い
る
。
意
見
書
の
提
出
は
、
不
評
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
が
原
因

で
、�
仁
和�
二
年
（
八
八
六
）
に
讃
岐
守
に
赴
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ

�
�
�

れ
が
実
は
、
道
真
が
政
界
に
本
格
的
に
進
出
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二　
「
政
治
家
」
道
真

　

四
国
の
讃
岐
国
の
長
官
で
あ
る
国
守
に
赴
任
し
た
道
真
は
近
年
の
研
究
で
は
、
多

く
の
行
政
上
の
実
績
を
あ
げ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
今
後
の
貴
族
政
治
の
方
向
性
を

先
取
り
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
い
う
。
い
わ
ば
古
代
史
上
で
い
う
「�
良
吏�
」
の
一

�
�
�
�

例
に
い
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
も
ま
た
道
真
は
、
時
世
へ
の
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
、�
阿
衡�
事
件
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

�
�
�

宇
多
天
皇
が
苦
慮
す
る
事
件
に
一
石
を
投
じ
る
意
見
書
は
、
道
真
の
讃
岐
国
で
の
成

果
と
相
俟
っ
て
、
彼
に
帰
京
の
機
会
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
帰
京
後
の
道
真

は
、
宇
多
天
皇
の
信
任
を
得
て
、
藤
原
氏
の
雄
で
あ
る
基
経
の
子
時
平
と
勢
力
を
拮

抗
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。�
寛
平
三

������
�
�
�
�
�

年
（
八
九
一
）
に
は�
蔵
人
頭�
、
さ
ら
に
は
参

�������

議
、
中
納
言
へ
と
出
世
街
道
を
ま
っ
し
ぐ
ら
に
突
き
進
ん
で
い
っ
た
。
そ
し
て
、
次

第
に
朝
政
の
中
枢
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

道
真
の
注
目
す
べ
き
政
策
の
一
つ�
に
寛
平
六�
年
（
八
九
四
）
九
月
の
遣
唐
使
の
廃

�
�
�
�
�

止
が
あ
る
。
道
真
は
、
唐
帝
国
の
衰
亡
を
理
由
に
自
ら
が
遣
唐
大
使
に
任
ぜ
ら
れ
て

い
た
次
期
の
派
遣
を
中
止
し
た
い
と
の
意
見
書
（「
諸
公
卿
を
し
て
遣
唐
使
の
進
止

を
議
定
せ
し
む
る
こ
と
を
請
う
状
」『�
菅
家
文
草�
』）
を
ま
た
も
や
提
出
し
た
の
で
あ

�
�
�
�
�
�
�

る
。
意
見
書
で
は
、
唐
の
商
人
の�
王　
��
�
経
由
で
も
た
ら
さ
れ
た
唐
に
滞
在
中
の
僧
中

�
�
�
�

�
の
書
状
に
あ
る
「
大
唐
の�
凋
弊���
」

������

の
様
を
も
っ
て
廃
止
の
典
拠
と
し
た
の
で
あ

�
�
�
�
�

る
。
加
え
て
こ
の
意
見
書
は
、
当
然
起
こ
る
で
あ
ろ
う
事
態
を
想
定
し
た
も
の
で
あ

り
、「
国
の
大
事
に
し
て
、
独
り
身
の
為
な
ら
ず
。
且
つ
は�
款
誠�
を�
陳�
」
べ
た
も
の
で

�
�
�
�
�

�

あ
る
と
し
て
い
る
。
天
皇
は
、
こ
れ
を
受
け
て
遣
唐
使
の
派
遣
を
中
止
し
た
。
こ
れ

が
世
に
言
う
遣
唐
使
の
廃
止
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
日
本
か
ら
唐
へ
の
公
式
の
外
交
使

節
は
派
遣
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
文
化
の
国
風
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
る
所

以
と
な
っ
た
。
果
た
し
て
道
真
に
保
身
を
も
っ
て
す
る
私
心
が
あ
っ
た
か
は
、
定
か

―�３�―
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�
�
�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
��



で
は
な
い
。
一
説
に
は
、
道
真
自
身
で
大
使
の
就
任
と
派
遣
の
廃
止
を
演
出
し
た
と

も
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
意
見
書
に
も
登
場
す
る
よ
う
に
日
唐
間
に
は
王�
の
よ

う
な
「
商
客
」、
す
な
わ
ち
私
貿
易
を
こ
と
と
す
る
人
々
が
往
来
し
て
お
り
、
今
更
、

莫
大
な
国
費
を
投
じ
て
「
賊
に�
遭�
ひ
」
も
す
る
な
ど
の
危
険
を
冒
し
て
ま
で
四
艘
の

�

遣
唐
使
船
を
派
遣
す
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に

は
、
学
者
と
し
て
の
道
真
の
唐
帝
国
の
文
化
へ
の
「
見
切
り
」
を
読
み
と
っ
た
と
理

解
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
長
年
の
日
唐
間
の
往
来
を

云
々
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
朝
政
の
一
端
を
担
う
も
の
に
と
っ
て
は
、
ま
た
と
な
い

力
量
の
如
何
を
発
揮
す
る
好
機
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
し
か

し
、
残
念
な
こ
と
に
こ
れ
に
反
す
る
意
見
を
め
ぐ
る
史
料
が
な
い
の
で
、
廃
止
を
め

ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な
政
治
的
な
応
酬
が
あ
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
。

　

そ
の
後
も
道
真
は
、
官
職
・
官
位
と
も
に
上
昇
を
続
け
、�
侍
従�
・
近
江
守
、
さ
ら

�
�
�
�

に
は
中
納
言
と
な
り
、
宇
多
天
皇
が�
敦
仁�
親
王
（
醍
醐
天
皇
）
に
譲
位
し
た
時
に
中

�
�
�
�

宮
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
宇
多
は
、
譲
位
に
あ
た
っ
て
親
王
に
時
平
と
道
真
に
何
事

に
つ
け
相
談
し
て
進
め
る
よ
う
に
と
指
示
し
た
。
宇
多
は
、
時
平
に
つ
い
て
は
「
ま

た
第
一
の
臣
た
り
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
道
真
に
つ
い
て
は
「
菅
原
朝
臣
は�
朕�
が

�
�

忠
臣
の
み
に
非
ず
、
新
君
（
醍
醐
天
皇
の
こ
と
）
の
功
臣
な
ら
む
や
」（�
『
寛
平��

������

�
御
遺
誡�
』）
と
示
教
し
て
い
る
。

�
�
�
�
�

　

二
人
は
、
い
わ
ば
こ
れ
を
機
と
し
て
と
も
に
醍
醐
天
皇
の
「�
諮
詢�
」（
問
い
は
か

�
�
�
�

る
こ
と
）
に
預
か
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に�
昌
泰�
二
年
（
八
九
九
）
に

�����

は
、
藤
原
時
平
の
左
大
臣
に
つ
い
で
右
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
名
実
と
も
に
極
位
・

極
官
を
全
う
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
と
相
前
後
し
て
道
真
へ
の
「
風
当
た
り
」
は
強
く
な
っ
た
。
そ
れ

は
こ
と
も
あ
ろ
う
に
道
真
と
同
様
の
学
者
の
一
人
で
あ
る�
三
善
清
行�
か
ら
で
た
。
清

�
�
�
�
�
�
�

行
は
、
昌
泰
三
年
（
九
〇
〇
）
一
〇
月
に
「
伏
し�
て
惟
み�

�
�
�

れ
ば
、�
尊
閤�
（
道
真
の
こ

�
�
�
�

と
）�
翰
林�
よ
り�
挺�
で
て
、
超
え
て�
槐
位�
に
昇
り
ぬ
。
朝
の�
寵
栄�
、
道
の
光
花
、
吉
備

�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

���	�

公
（�
吉
備
真
備�
の
こ
と
）
が
外
に
は
、�
復�
美
を�
與�
に
す
る
こ
と
無
し
。
伏
し
て�
冀�
は

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

	



く
は
、
其
の
止
足
を
知
り
、
其
の
栄
分
を
察
し
、
風
情
を
煙
霞�
に
擅
に�
し
、
山
智
を

�
�
�
�
�

�
丘
壑�
に
蔵
さ
ば
、
後
生
の
仰
ぎ�
視�
る
こ
と
、
亦
美
し
か
ら
ず
や
。�
努
力
努
力�
、�
鄙
言�

������

�
�

�
	
�
	
�


�
�

�
を
忽
に�

�
�
�
�

す
る
こ
と�
勿�
れ
」（『
本
朝�
文
粋�
』）
と
や
ん
わ
り
と
で
あ
る
が
、�
天
平
年

�
�
�

�
�
�
�

������

間

�
�
�
�
�

の
学
者
政
治
家
で
あ
っ
た
吉
備
真
備
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、「
あ
な
た
で
は
明
年

の�
辛
酉�
の
革
命
の
年
に
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
変
革
に
対
応
で
き
な
い
か
ら
、
身
の

�
�
�
�

程
を
わ
き
ま
え
て
出
所
進
退
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

清
行
は
左
大
臣
で
あ
っ
た
藤
原
時
平
の
ブ
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
道
真
に
と
っ
て
政

治
的
に
は
ラ
イ
バ
ル
で
は
な
い
が
、
む
し
ろ
本
業
で
あ
る
学
者
家
業
で
の
ラ
イ
バ
ル

で
あ
っ
た
。
清
行
は
、
何
か
に
つ
け
時
平
に
道
真
に
関
わ
る
意
見
を
寄
せ
て
い
た
と

い
う
指
摘
も
あ
る
。
こ
れ
も
道
真
の
失
脚
の
一
因
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。

三　
「
流
人
」
道
真

　

醍
醐
天
皇
へ
の
皇
位
の
継
承
は
順
調
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
説
に
は
、

醍
醐
天
皇
弟
の�
斉
世�
親
王
の
擁
立
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
道
真
の
娘
が
、
斉
世
親

�
�
�

王
に
嫁
い
で
い
た
こ
と
か
ら
、
皇
位
へ
の
擁
立
を
は
か
り
醍
醐
天
皇
の
即
位
を
阻
ん

だ
と
い
う
こ
と
が
、
宇
多
天
皇
の
譲
位
後
に
取
り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い

わ
ば
時
平
に
近
い
醍
醐
天
皇
と
道
真
が
擁
立
を
は
か
っ
た
と
す
る
斉
世
親
王
と
の
対

立
の
構
図
の
顕
在
化
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
前
述
の
清
行
と
道
真
の
学
者

の
社
会
的
地
位
を
め
ぐ
る
対
立
の
構
図
が
相
互
に
絡
み
な
が
ら
、
道
真
の
権
勢
は
突

然�
に
凋
落
の�
一
途
を
た
ど
る
。

�
�
�
�
�

　

昌
泰
四
年
（
九
〇
一
）
正
月
、
道
真
は
従
二
位
に
叙
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
ま
も

な
く�
大
宰
権
帥�
に
任
命
さ
れ
た
。�
権
帥
と

���������

������

は
、
正
規
の
大
宰
府
の
長
官
で
あ
る
「

�
�
�
�
�

�
帥�
」�

�
�

と
は
異
な
り
、「�
権�
」、
す
な
わ
ち
権
官
の
こ
と
で
、
仮
の
役
職
や
定
員
外
の
役
職
、

�
�

な
い
し
は
有
名
無
実
の
役
職
を
意
味
し
て
い
た
。
か
つ
て
金
銭
を
も
っ
て
し
て
も
得

た
い
役
職
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
道
真
の
場
合
は
、
有
名
無
実
の

役
職
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

冒
頭
に
掲
げ
た
『
古
今
和
歌
集
』
の
歌
は
、
宇
多
上
皇
の
大
和
行
き
に
従
っ
た
時

に
詠
ん
だ
も
の
と
あ
る
。
本
来
の
作
歌
の
状
況
と
は
別
に
想
像�
を
逞
し�
う
す
れ
ば
、

�
�
�

周
囲
の
人
々
が
道
真
の
大
宰
府
行
き
（
左
遷
）
も
こ
の
よ
う
に
慌
た
だ
し
か
っ
た
と

感
じ
て
い
た
様
を
二
重
写
し
に
す
る
意
味
を
こ
め
て
収
録
さ
れ
た
と
読
み
と
れ
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
あ
ま
り
に
も
荒
唐
無
稽
な
解
釈
で
あ
る
が
。

　

道
真
が
左
遷
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て�
の
詔
の�

�
�
�
�
�

一
説
に
「�
而�
る
に
右
大
臣
菅
原
朝
臣
寒

�
�

―�４�―



門
よ�
り
俄
に�

�
�
�

大
臣
に�
上�
り
収
め
給
へ
り
。
而
し
て�
止
足�
の
分
を
知
ら
ず
、
専
権
の
心

�
�
�

�
�
�

有
り
。�
倭
諂�
の
情
を
以
て
前
上
皇
の
御
意
を�
欺
惑�
す
る
」（『
政
事
要
略
』）
と
あ
る
。

�
�
�
�
�

�
�
�

「
寒
門
」
と
は
、「
勢
門
」
に
対
し
て
貧
し
い
家
柄
を
意
味
す
る
。「
止
足
」
と
は
自
分

の
分
を
わ
き
ま
え
そ
の
地
位
に
満
足
せ
よ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
道
真
へ
の
批
判
の

要
点
は
、
前
述
の
清
行
の
批
判
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
批
判
を

め
ぐ
っ
て
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
清
行
も
引
き
合
い
に
出
し
た
吉
備
真
備
に
対
す

る
も
の
で
あ
る
。
真
備
の
存
在
を�
揶
揄�
し
き
り
、
そ
の
存
在
を�
疎�
ま
し
く
思
っ
て
九

�
�
�

�
�

州
で
反
乱
を
起
こ
し
た
藤
原�
広
嗣�
の
論
調
も
ま
さ
に
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
。
学
者

�
�
�
�

で
あ
る
清
行
が
、
藤
原
広
嗣
の
論
調
を
意
識
し
て
吉
備
真
備
を
引
き
合
い
に
出
し
て

い
た
と
仮
に
想
定
す
る
と
、「
道
真
さ
ん
あ
な
た
も
吉
備
真
備
と
同
様
に
あ
な
た
の

存
在
を
も
っ
て
反
乱
め
い
た
も
の
が
起
こ
り
ま
す
よ
」
と
の
警
告
と
も
読
む
の
は
読

み
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
う
し
た
論
調
は
、
吉
備
真
備
以
来
の
も
で

あ
り
、
学
者
が
政
治
家
と
な
る
こ
と
へ
の
危
惧
が
一
部
の
貴
族
層
に
存
在
し
て
い
た

こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は

な
い
か
。�
蕩
�々
と
し
た
学

�
�
�
�

識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
時

に
は
先
進
国
唐
帝
国
の
新

来
の
知
見
を
以
て
時
世
を

語
る
こ
と
へ
の
「
苦
々
し

さ
」
を
感
じ
る
向
き
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
吉
備
真
備
と
道

真
の
時
代
の
相
違
は
、
家

業
と
し
て
の
学
者
の
家
が

形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ

と
。
こ
れ
が
、
清
行
の
口

を
し
て
、�
喧
し

�����

い
ま
で
の

�
�
�
�

批
判
の
言
動
と
な
っ
て
現

れ
た
の
で
あ
る
。
加
え

て
、
権
門
と
し
て
の
摂
関

家
と
の
政
治
上
の
相
克
が
相
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
道
真
へ
の
逆
風
は
人
一
倍
で
あ
っ

た
と
思
う
。
い
つ
の
世
に
お
い
て
も
、
自
己
の
学
識
を
以
て
時
世
に
一
言
を
呈
し
、

な
お
か
つ
そ
れ
に
組
し
、「
学
」
を
生
か
し
た
い
と
思
う
の
が
学
者
の
常
で
あ
ろ
う
。

道
真
の
来
し
方
行
く
末
を
思
う
に
つ
け
、「
学
者
の
存
在
の
あ
り
よ
う
」
を
考
え
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

道
真
は
、『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
一
六
雑
春
の
「
こ
ち
ふ
か
ば　

に
ほ
ひ
お
こ
せ

よ　

梅
の
花　

あ
る
じ
な
し
と
て　

春
を
わ
す
る
な
」
の
歌
を
残
し
、
慌
し
く
大
宰

府
に
下
向
し
た
。
そ
し
て
、
世
に
喧
伝
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
大
宰
府
に
あ
っ
て
政
務

に
何
ら
携
わ
る
こ
と
な
く
、
失
意
の
う
ち
に
着
任
後
二
年
の
延
喜
三
年
（
九
〇
三
）

二
月
、
五
九
歳
を
も
っ
て
、
都
に
残
し
た
縁
あ
る
人
々
へ
の
心
残
り
と
望
郷
の
念
を

禁
じ
え
ぬ
ま
ま
死
去
し
て
し
ま
っ
た
。

四　
「
天
神
」
道
真

　

政
治
的
に
せ
よ
尋
常
で
は
な
く
そ
の
一
生
を
閉
じ
た
人
物
の
霊
は
、
何
ら
か
の
形

で
現
世
の
人
々
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
す
る
の
が
古
代
人
の
精
神
世
界
で
あ
っ
た
。
こ

と
に
そ
の
存
在
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
そ
の
影
響
力
は
大
き
い
と
い
わ
れ
て

い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
影
響
力
は
、
当
初
、
悪
な
る
方
向
に
作
用
す
る
が
、
こ
れ
を

も
の
の
見
事
に
善
な
る
方
向
に
転
換
さ
せ
る
「
術
���
」
も
古
代
の
人
々
は
持
っ
て
い
た
。

�
�

　

道
真
の
死
後
ま
も
な
く
、
都
で
は
諸
々
の
異
変
が
生
じ
た
。
こ
れ
を
何
時
と
は
な

く
道
真
の
死
に
仮
託
す
る
向
き
が
高
ま
っ
た
。
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、�
延
喜�

�
�
�

九
年
（
九
〇
九
）
の
時
平
の
憤
死
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
時
平
の
妹
が
母
で
あ
っ
た

�
保
明
親�

�
�
�
�
�

王
、
時
平
の
外
孫�
慶
頼�
王
、
大
納
言
藤
原�
清
貫�
の
死
が
相
次
い
だ
。
さ
ら
に�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
延
長
八�
年
（
九
三
〇
）
に
は
内
裏
清
涼
殿
へ
の
落
雷
な
ど
の
天
変
地
異
も
相
次
い

�
�
�
�
�

だ
。
結
局
は
、
時
平
と
か
か
わ
り
が
深
か
っ
た
醍
醐
天
皇
は
同
年
九
月
に
退
位
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
全
て
悲
運
の
内
に
死
去
し
た
道
真
の
霊
の

な
せ
る
技
で
あ
る
と
の
気
運
が
次
第
に
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

朝
廷
は
こ
う
し
た
気
運
に
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
延
喜
二

三
年
（
九
二
三
）
に
は
右
大
臣
正
三
位
を
道
真
に
追
贈
す
る
な
ど
し
て
政
治
的
な
復

権
を
遂
げ
さ
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
効
果
は
見
え
ず
、
次
第
に
道
真
の
霊
を
慰

―�５�―
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め
る
た
め
に
そ
れ
を�
か
み�
と
し
て�
祀�
る
と
い
う
動
き
が
起
こ
っ
て
い
く
。
そ
れ

�
�

は
、
ま
ず
配
所
の
大
宰
府
で
は
じ
ま
り
、
継
い
で
平
安
京
で
も
お
こ
り
、
一
女
性
へ

の
天
満
天
神
の
託
宣
と
い
う
形
で
、
道
真
を
神
格
と
し
て
ま
つ
る
廟
所
が
形
成
さ
れ

た
。
こ
れ
が
、
現
在
の
北
野
天
満
宮
で
あ
る
。
そ
の
維
持
に
は
、
こ
と
さ
ら
な
藤
原

氏
の
外
護
が
あ
り
、
藤
原
氏
に
と
っ
て
ま
さ
に
守
護
神
の
観
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。

　�
ひ
と�
の
霊
は
、
そ
の
影
響
力
、
時
に
は
日
常
生
活
に
害
を
も
た
ら
す
場
合
が

あ
る
。
こ
れ
を
怨
霊
と
い
う
が
、
そ
の
力
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
人
々
は
そ

の
霊
を
慰
め
善
な
る
影
響
力
を
行
使
す
る
も
の
へ
の
転
化
を
望
む
。
こ
れ
は
、
道
真

が
史
上
初
め
て
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
平
安
初
期
か
ら
こ
う
し
た
信
仰
は
起
こ
っ

て
い
た
。
い
わ
ゆ
る�
御
霊�
信
仰
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
道
真
の
場
合
は
、
単
に
政
治

�
�
�
�

家
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
文
人
・
学
者
と
い
う
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
も
兼
ね
備
え
て
い
た

の
で
、
な
お
さ
ら
「
学
問
の
神
」
と
し
て�
捉�
え
ら
れ
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

�
�

　

し
か
し
、
道
真
の�
ひ
と�
か
ら�
か
み�
へ
至
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
私
た
ち
に
、

た
と
え
そ
う
し
た
先
例
が
中
国
大
陸
に
あ
っ
た
に
せ
よ
、
学
問
と
政
治
の
関
係
を
現

代
に
も
問
い
か
け
る
格
好
の
事
例
と
し
て
冷
静
に
読
み
解
か
れ
て
よ
い
も
の
と
考
え

る
。

五　
「
氏
祖
」
道
真　
�
 
著
作
解
説
を
兼
ね
て �

　

道
真
は
学
者
と
し
て
多
く
の
漢
詩
・
文
章
等
を
著
し
た
が
、
同
時
期
の
他
の
学
者

の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
そ
の
多
く
が
散
逸
せ
ず
に
現
存
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

背
景
に
天
神
信
仰
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
同
時
に
、
道
真
後
の
菅
原

氏
が
引
き
続
き
学
問
の
家
と
し
て
の
地
位
を
近
世
に
至
る
ま
で
全
う
で
き
た
こ
と
と

無
縁
で
な
い
。

　
『
菅
家
文
草
』
は
道
真
の
自
撰
に
よ
る
漢
詩
文
集
で
、
昌
泰
三
年
（
九
〇
〇
）
八
月

一
六
日
、
道
真
は
祖
父
清
公
の
『
菅
家
集
』
六
巻
、
父
是
善
の
『�
菅
相
公
集�����
』

��������

一
〇

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

巻
と
共
に
、
自
ら
の
漢
詩
文
集
『
菅
家
文
草
』
一
二
巻
を
醍
醐
天
皇
に
献
上
し
た
。

全
一
二
巻
の
構
成
は
、
前
半
六
巻
が
詩
で
あ
り
、
道
真
一
一
歳
時
に
彼
の
師
で
あ
る

島
田
忠
臣
の
指
導
を
受
け
て
詠
ん
だ
詩
（
巻
一
）
よ
り
は
じ
め
て
、
文
章
博
士
（
巻

二
）・
讃
岐
守
時
代
（
巻
三
・
四
）
を
は
さ
み
つ
つ
、
右
大
臣
と
し
て
迎
え
た
昌
泰
三

―�６�―
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年
正
月
の
内
宴
の�
賦�
（
巻
六
）
ま
で
、
計
四
六
八
首
が
ほ
ぼ
年
代
順
に
配
置
さ
れ
て

�

い
る
。
後
半
六
巻
は
詩
以
外
の
文
で
あ
り
、
賦
・
銘
・
賛
・
祭
文
・
記
・
序
・
書

序
・
儀
・
策
問
・
対
策
・
詔
勅
・
太
上
天
皇
贈
答
天
子
文
・
奏
状
・
表
状
・
牒
状
・

願
文
呪
願
文
と
い
う
項
目
ご
と
に
分
類
さ
れ
た
計
一
六
九
篇
を
収
録
す
る
。

　
『
菅
家
後
集
』
は
『
菅
家
文
草
』
に
続
く
道
真
自
撰
の
漢
詩
集
で
、
奥
書
に
よ
る

と
、
延
喜
三
年
（
九
〇
三
）
二
月
以
前
、
死
を
前
に
し
た
道
真
は
大
宰
府
に
て
詠
ん

だ
詩
を
一
巻
に
ま
と
め
、
京
に
い
る
中
納
言�
紀
長
谷
雄�
に
送
っ
た
と
あ
る
。
大
宰
府

�
�
�
�
�

到
着
直
後
、
昌
泰
四
年
（
九
〇
一
）
夏
ご
ろ
の
「
自
詠
」
五
言
詩
よ
り
延
喜
三
年

（
九
〇
三
）
正
月
の
「
謫
居
春
雪
」
七
言
詩
ま
で
、
計
三
八
首
（
増
補
本
で
は
七
首
追

加
。）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
菅
家
後
草
』・『
西
府
新
詩
』
と
も
い
う
。

　
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
を
合
わ
せ
る
と
、
収
録
さ
れ
た
詩
文
は
道
真
の
少
年

時
代
か
ら�
薨
時�
ま
で
の
全
般
に
わ
た
っ
て
お
り
、
ま
た
自
撰
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

�
�
�

れ
ら
は
彼
の
日
記
さ
ら
に
は
自
伝
に
匹
敵
す
る
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
文
学
的
な
価

値
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
を
維
持
す
る
た
め
の
要
と
し
て
子
孫
に
伝
来
さ
れ
た
平

安
貴
族
の
日
記
や
家
伝
と
の
比
較
検
討
や
、
伝
来
過
程
の
さ
ら
な
る
分
析
等
、
歴
史

学
的
な
観
点
か
ら
も
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

�
『�
類
聚
国

������

史
』
は
道
真
が
編
年
体
た
る
六
国
史
の
記
事
を
内
容
別
に
分
類
・
編
集

�
�
�
�
�

し
た
類
書
で
、
全
二
〇
〇
巻
と
さ
れ
る
が
そ
の
う
ち
の
六
一
巻
が
現
存
し
て
い
る
。

『
本
朝�
文
粋�
』
九
及
び
『
菅
家
文
草
』
巻
五
所
載
の
詩
序
に
よ
り
、
寛
平
五
年
（
八
九

�
�
�
�

三
）
正
月
ご
ろ
、
宇
多
天
皇
の
命
を
受
け
て
旧
史
の
分
類
に
着
手
し
た
と
想
定
さ
れ

る
が
、
完
成
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
道
真
左
遷
後
の
延
喜
元
年
（
九
〇
一
）
八
月
に

撰
上
さ
れ
た
『
日
本
三
代
実
録
』
の
記
事
を
も
収
録
し
て
い
る
た
め
、
偽
作
説
、
も

し
く
は
当
初
は
五
国
史
の
み
の
分
類
で
あ
り
『
日
本
三
代
実
録
』
部
分
は
後
人
の
加

筆
と
の
説
も
あ
る
。

　

そ
の
『
日
本
三
代
実
録
』
は
寛
平
五
年
（
八
九
三
）
四
月
か
ら
同
六
年
八
月
の
間

に
編
纂
事
業
が
開
始
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
道
真
は
そ
の
当
初
よ
り
撰
者
と
し
て
事

業
に
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
経
歴
故
、
中
心
的
な
存
在
と
し
て
実
際
に
執
筆
に
も
当

た
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
道
真
左
遷
の
わ
ず
か
半
年
後
に
撰
上
さ
れ
た

点
よ
り
、
左
遷
以
前
の
段
階
で
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に

『
類
聚
国
史
』
に
お
け
る
『
日
本
三
代
実
録
』
部
分
と
他
の
五
国
史
部
分
と
の
間
に
、

―�７�―

３　『菅家文草』・『菅家後草』・『類聚国史』 ２ 関東に勧請された天満宮から

配られた天神座像（本学図書

館情報学系綿�豊昭教授蔵）



第
三
者
が
手
を
加
え
た
こ
と
に
よ
る
収
録
方
法
の
矛
盾
点
は
見
出
せ
な
い
。
こ
れ
ら

の
点
よ
り
、
全
て
と
は
言
え
な
い
が
、『
日
本
三
代
実
録
』
の
編
纂
に
完
成
の
直
前

ま
で
携
わ
っ
て
い
た
道
真
が
そ
の
撰
上
以
前
よ
り
執
筆
済
み
の
部
分
を
随
時
『
類
聚

国
史
』
に
挿
入
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。

　

本
文
の
収
録
方
法
と
し
て
は
、「
云
々
」
に
よ
る
省
略
は
あ
る
も
六
国
史
の
原
文

を
改
変
す
る
こ
と
な
く
忠
実
に
載
録
し
て
い
る
こ
と
、
先
行
す
る
『
芸
文
類
聚
』
等

の
漢
籍
と
は
異
な
り
分
類
の
際
に�
神
祇�
部
を
冒
頭
に
配
置
す
る
な
ど
の
独
自
の
類
聚

�
�
�

方
針
を
採
用
し
た
こ
と
、
年
号
の
表
記
に
際
し
多
少
の
例
外
は
あ
る
も
改
元
の
前
後

で
正
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
等
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
よ
り
、

『
類
聚
国
史
』
は
最
良
の
類
書
と
し
て
十
世
紀
以
降
の
朝
廷
で
は
官
人
の
政
務
執
行

に
欠
か
せ
な
い
書
物
と
な
っ
た
。
現
在
に
お
い
て
も
、『
日
本
紀
略
』
と
共
に
欠
失

や
省
略
の
多
い
六
国
史
の
校
本
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

本
書
が
道
真
の
手
を
離
れ
た
後
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
朝
廷
内
に
広
ま
っ
た

か
は
実
は
不
明
で
あ
る
。
本
書
の
編
纂
自
体
は
天
皇
の
命
に
よ
る
も
、
六
国
史
や
律

令
格
式
の
編
纂
と
は
異
な
り
公
的
な
編
纂
機
関
の
形
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、

む
し
ろ
私
的
な
道
真
個
人
の
事
業
と
い
っ
た
感
が
強
い
。
後
世
に
お
け
る
利
用
の
さ

れ
方
が
、
編
纂
当
初
に
お
け
る
宇
多
天
皇
及
び
道
真
の
意
図
と
果
た
し
て
一
致
す
る

の
か
、
む
し
ろ
医
書
等
の
家
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
須
の
書
と
類
似
の
性
質
が
見

出
せ
な
い
の
か
、
検
討
の
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
本
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
典
籍
（
和
装
古
書
）
に
つ
い
て
、『
菅
家
文
草
』

は
一
二
巻
三
冊
一�
帙�
の
版
本
で
、
そ
の�
跋
文�
に
は
、�
寛
文�
七
年
（
一
六
六
七
）
六
月
、

�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

京
の
儒
者
福
春
洞
慮
庵
の
蔵
書
を�
書
肆�
野
田
某
が
刊
行
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
巻
一

�
�
�

二
末
・
裏
表
紙
見
返
し
に
は
「
元
禄
八
年
乙
亥
三
月
二
十
二
日
校
合
記
」
と
の
墨
書

が
あ
り
、
本
文
中
の
朱
墨
の
書
き
入
れ
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。『
菅
家
後
草
』
は
一

巻
一
冊
一
帙
の
版
本
で
、
そ
の
跋
文
に
は
、
大
森
政
成
が
『
菅
家
後
集
』
の
善
本
を

得
た
の
で
、�
貞
享
三

������

年
（
一
六
八
六
）
三
月
に
黒
川
道
祐
の
跋
を
得
て
、
貞
享
四
年

�
�
�
�
�
�

（
一
六
八
七
）
正
月
、『
菅
家
文
草
』
の
刊
本
に
添
え
て
（「
菅
家
後
草
巻
第
十
三
跋
」）

洛
南
の
書
肆
よ
り
刊
行
し
た
と
あ
る
。
書
肆
は
巻
末
の
広
告
よ
り
大
坂
心
斎
橋
通
北

久
宝
寺
町
の
河
内
屋
源
七
郎
と
想
定
さ
れ
る
。『
類
聚
国
史
』
は
六
一
巻
二
七
冊
三

帙
の
版
本
で
、
巻
頭
の
「
新
刊
類
聚
国
史
序
」
は�
文
化�
一
二
年
（
一
八
一
五
）
一
〇

�
�
�

月
に
菅
原
長
親
が
記
し
、
本
文
は�
監
物�
仙
石
政
和
が
校
訂
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
付

�
�
�
�

載
の
『
類
聚
国
史
考
異
』（
三
巻
三
冊
一
帙
）
巻
末
の
跋
文
に
は
、
文
化
一
三
年
（
一

八
一
六
）
正
月
に
大
学
頭
林
衡
が
跋
す
と
あ
る
。
書
肆
は
一
巻
目
の
表
紙
裏
に
伍
梅

園
と
あ
る
。
な
お
、『
国
書
総
目
録
』
で
は
本
館
蔵
『
類
聚
国
史
』
写
本
四
冊
の
存
在

を
記
載
し
て
い
る
。
確
か
に
本
館
に
は
『
類
聚
国
史
』
と
題
す
る
写
本
四
冊
が
存
在

す
る
が
、
そ
の
う
ち
の
三
冊
は
後
人
が
本
来
の
『
類
聚
国
史
』
の
編
纂
方
針
と
は
別

の
基
準
で
類
聚
し
た
書
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
巻
第
一
五
神
祇
部
一
五
神
位
を
載

録
す
る
一
冊
の
み
が
『
類
聚
国
史
』
の
写
本
と
言
え
る
が
、
こ
の
一
冊
に
つ
い
て
も

表
紙
に
「
阿
州
官
本
」
と
あ
る
の
み
で
書
写
伝
来
の
過
程
は
不
明
で
あ
る
。

《
参
考
文
献
》

家
永
三
郎
他
校
注
・
解
説
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』（
日
本
思
想
大
系
八
、
岩
波
書
店
、
一
九

七
九
年
）

川
口
久
雄
校
注
・
解
説
『
菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
七
二
、
岩
波
書
店
、

一
九
六
六
年
）

佐
伯
有
清
『
最
後
の
遣
唐
使
』（
講
談
社
、
一
九
七
八
年
）

坂
本
太
郎
『
菅
原
道
真
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
）

坂
本
太
郎
『
六
国
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
）

所　
　

功
『
三
善
清
行
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
）

所　
　

功
『
菅
原
道
真
の
実
像
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）

橋
本
義
彦
『
平
安
の
宮
廷
と
貴
族
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）

原
田
敏
明
『
神
社
』（
至
文
堂
、
一
九
六
三
年
）

平
田
耿
二
『
消
さ
れ
た
政
治
家　

菅
原
道
真
』（
文
芸
春
秋
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

吉
岡
真
之
「
類
聚
国
史
」（『
国
史
大
系
書
目
解
題
』
下
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）

米
田
雄
介
『
藤
原
摂
関
家
の
誕
生
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）

（
根
本　

誠
二
・
長
谷
部
将
司
）

―�８�―



一　

北
野
神
社
文
書

　

北
野
神
社
文
書
（
北
野
神
社
伝
来
の
文
書
群
）
は
現
在
、
京
都
の
北
野
天
満
宮
が

所
蔵
す
る
も
の
の
ほ
か
、
京
都
大
学
・
筑
波
大
学
（
附
属
図
書
館
）・
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
の
所
蔵
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
北
野
天
満
宮
所
蔵
の
文

書
は
『
北
野
天
満
宮
史
料　

古
文
書
』（
同
史
料
刊
行
会
、
一
九
七
八
年
、
北
野
天
満

宮
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
筑
波
大
学
所
蔵
文
書
も
『
北
野
神
社
文
書
』（
史
料

纂
集
、
田
沼
睦
校
訂
、
一
九
九
七
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

ば
か
り
で
あ
る
。

　

各
々
の
刊
本
で
概
要
を
調
べ
て
み
る
と
、
南
北
朝
・
室
町
時
代
で
は
、『
北
野
天
満

宮
史
料　

古
文
書
』
は�
酒
麹�
・�
神
人�
関
係
の
文
書
が
圧
倒
的
に
多
く
、
荘
園
所
領
に

������
�
�
�

関
わ
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
『
北
野
神
社
文
書
』（
筑
波
大
学

所
蔵
）
は
荘
園
所
領
な
ど
の
寄
進
状
や
北
野�
師
職
宛
行�
を
内
容
と
す
る
も
の
が
多
く

�
�
�
�
�
�
�

（
酒
麹
に
関
す
る
も
の
も
わ
ず
か
に
あ
る
）、
こ
れ
が
史
料
の
中
軸
を
形
成
し
て
い
る
。

　

ま
た
一
方
で
、
室
町
期
に
北
野
神
社
内
に�
院
家�
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

�
�
�

は
、
竹
内
秀
雄
『
天
満
宮
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
年
）、
小
泉
恵
子
「
松
梅
院

禅
能
の
失
脚
と
北
野
社
御
師
職
」（『
遥
か
な
る
中
世
』
八
号
、
一
九
八
七
年
）、
鍋
田

英
水
子
「
中
世
後
期
『
北
野
社
』
神
社
組
織
に
お
け
る
『
一
社
』」（『
武
蔵
大
学
人
文

学
雑
誌
』
二
九
巻
一
・
二
号
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
の
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
。

　
『
北
野
神
社
文
書
』
の
な
か
で
も
、
文
書
の�
宛
所�
（
受
取
者
）
に
な
っ
て
い
る
院

�����

家
と
し
て
、
室
町
期
に
は
、�
貞
福
院�
（
禅
継
・
禅
端
）・�
松
光
院�
（
秀
慶
）・�
功
徳
院�
・

��������

	��
����



�
�
�
�
�

�
松
梅
院�
（
禅
親
・
禅
予
な
ど
）
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
筑
波
大
学
所

�������

蔵
北
野
神
社
文
書
に
は
、
い
く
つ
か
の
系
統
の
院
家
の
文
書
が
入
り
こ
ん
で
い
る
の

で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
松
梅
院
に
つ
い
て
は
、
竹
内
秀
雄
『
天
満
宮
』
が
概
略
的
に
叙
述
し
、

小
泉
論
文
が
南
北
朝
期
の
動
き
に
つ
い
て
触
れ
、
鍋
田
論
文
で
は
北
野
社
組
織
の
全

体
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
同
院
は
室
町
期
の
主
要
な
院
家
で
あ
り
、
そ
の
盛

期
や
相
伝
文
書
に
つ
い
て
一
層
の
考
察
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
稿
は
、
松
梅
院
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る�
重
書
案�
（
一
巻
）
を
検

�������

討
す
る
こ
と
を
主
な
作
業
と
し
て
、
松
梅
院
の
政
治
的
位
置
付
け
の
基
礎
作
業
の
一

つ
と
し
た
い
。

二　
「
北
野
天
満
宮
寄
進
状
壹
巻
」

　

筑
波
大
学
（
附
属
図
書
館
）
所
蔵
北
野
神
社
文
書
の
な
か
に
、�
巻
子�
に
さ
れ
て
い

�
�
�

る
重
書
案
（
全
部
で
七
三
通
を
収
め
る
）
が
あ
る
。
こ
の
重
書
案
は
四
一�
丁�
か
ら

���

成
り
、
紙�
継
目�
に
は
す
べ
て�
裏
花
押�
が
あ
る
。
文
書
は
紙
継
目
の
上
に
も
書
か
れ
て

�
�
�
�

�
�
�
�
�

い
る
の
で
、
ま
ず
す
べ
て
（
四
一
丁
）
を�
継
紙�
に
し
て
お
い
て
、
順
々
に�
案
文�
を
作

�
�
�
�
�

�
�
�
�

成
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
紙
冒
頭
（�
袖�
）
は
た
っ
ぷ
り
空
い
て
い
て
、

�
�

そ
こ
に
花
押
（�
袖
判�
）
が
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
袖
判
は
文
書
作
成
時
に
付
さ
れ
た

�
�
�
�

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
花
押
は
足
利�
義
尚�
（
室
町
幕
府
九
代
将
軍
）
と
同
形
で
あ

�
�
�
�

る
（
図
版
５
）。

　

こ
の
重
書
案
を
収
め
る
箱
（
桐
）
に
は
「
北
野
天
満
宮
寄
進
状　�
壹
巻�　�
御
朱
印
状
写�
」�

�
�
�
�
�
�����	
����

と�
墨
書�
さ
れ
て
い
る
の
で
、
仮
に
「
北
野
天
満
宮
寄
進
状
壹
巻
」
と
し
て
お
く
。

�
�
�
�

　

今
回
の
展
示
に
あ
た
り
調
査
を
す
す
め
た
と
こ
ろ
、
本
史
料
は
豊
富
な
内
容
を
含

む
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
み
た
い
。
但

し
、�
釈
文�
全
体
は
紙
数
の
関
係
か
ら
省
略
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
お
、
こ
の
史
料
は

�����

竹
内
秀
雄
『
天
満
宮
』
の
叙
述
の
な
か
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
史
料
批
判
は
な

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
『
北
野
神
社
文
書
』（
史
料
纂
集
）
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。�

―�９�―

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
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�
�
�
�
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４　北野天満宮寄進状壹巻の桐箱

５　建武３年（１３３６）５月２５日　足利尊氏寄進状（寄進状壹巻より）

６　観応２年（１３５１）８月１０日　足利尊氏御教書（寄進状壹巻より）

（
禅
興
花
押
）

（足利義尚花押）



（
１
）
形
態

　

こ
の
巻
子
は
、
作
成
時
の
巻
子
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
紙
継
目
を
見
る
と
、
と
く

に
継
目
裏
花
押
の
形
態
に
不
整
形
な
も
の
が
見
ら
れ
、
一
度
は
切
断
さ
れ
、
そ
れ
が

再
接
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
（
切
断
が
一
度
か
否
か
は
不
明
）。

継
目
裏
花
押
の
部
分
ま
で
切
断
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
現
状
の
巻
子
は
表
紙
の
絵

柄
等
か
ら
し
て
江
戸
期
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
料
紙
は
四
一
丁
で
あ
る
が
、
第
一
紙
が

始
ま
る
直
前
に
、
表
紙
裏
紙
末
尾
に
「
紙
数
四
十
壱
丁
（
花
押
）」（
花
押
は
禅
興
）
の

�
付
箋�
が
あ
る
（
こ
の
付
箋
に
つ
い
て
は
後
述
）。

�
�
�

　

料
紙
四
一
丁
は
、
す
べ
て
、
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
り
、
紙
質
は
同
じ
と
見
て
よ

い
。�
楮
紙�
で
あ
る
が
、
上
質
で
あ
り
（�
杉
原�
に
く
ら
べ
て
）、
ク
リ
ー
ム
色
に
近
い
。

�
�
�
�

�
�
�
�

室
町
幕
府
発
給
文
書
に
よ
く
見
ら
れ
る
紙
で
あ
る
。
紙�
の
法
量
は�
、
縦
は
ほ
ぼ
三�

�
�
�
�
�

四
・
二�
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
横
は
五
〇�
前
後
で
あ
る
が
、
五
二�
台
が
圧
倒

的
に
多
い
。
最
大
で
五
三
・
六�
、
最
小
で
四
六
・
六�
。
縦
は
す
べ
て
同
じ
だ
が
、

横
は
差
が
あ
り
、
巻
子
切
断
・
再
接
合
を
考
慮
し
て
も
、
紙
の
大
き
さ
（
と
く
に
横
）

は
若
干
の
差
が
あ
っ
た
、
と
見
ら
れ
る
。

　

次
に
筆
跡
で
あ
る
が
、
ど
の
文
書
も
（
後
掲
１
〜　

）、
同
一
の
筆
跡
で
あ
る
。
継

７３

が
れ
た
四
一
紙
に
同
一
人
が
案
文
を
次
々
と
書
い
て
い
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
紙
継
目
に
も
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
料
紙
四
一
紙
で
継
紙

を
作
成
し
、
文
書
を
書
い
て
い
っ
た
。
第
一
紙
袖
の
花
押
は
将
軍
足
利
義
尚
と
同
形

で
あ
る
が
、
本
人
の
花
押
と
す
る
の
は
疑
問
が
残
る
（
形
は
同
じ
だ
が
、
な
ぞ
り
が

多
く
、
線
に
強
弱
が
見
ら
れ
な
い
）。
こ
の
花
押
は
、
内
容
的
に
は
、
１
号
文
書
の
袖

判
で
は
な
く
、
重
書
案
全
体
を
安
堵
す
る
花
押
で
あ
る
だ
け
に
、
重
要
な
問
題
を
は

ら
ん
で
い
る
。

（
２
）
内
容

　

次
に
、
書
写
さ
れ
て
い
る
文
書
を
、
冒
頭
か
ら
順
に
紹
介
す
る
と
第
１
表
の
よ
う

に
な
る
（
※
印
の
あ
る
も
の
は
『
北
野
神
社
文
書
』
に
正
文
が
確
認
で
き
る
）。
こ
の

重
書
案
全
体
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
個
々
の
文
書
内
容
を
含
め
て
、

い
く
つ
か
の
点
を
確
認
し
て
お
く
。

　

ま
ず
第
一
に
、
こ
の
重
書
案
の
大
半
は
寄
進
状
類
で
あ
り
、
お
お
む
ね
所
領
ご
と

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
箱
書
が
「
北
野
天
満
宮
寄
進
状
」
と
す
る
の
も
、
あ
る
意

�

�

�

�

�

味
で
は
う
な
ず
け
る
。
寄
進
者
は
足
利
将
軍
家
で
あ
り
、
尊
氏
・
直
義
・
義
満
・
義

持
・
義
政
が
見
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
重
書
案
の
大
半
は
足
利
将
軍
家
か
ら
北
野
宮

寺
へ
の
寄
進
状
の
案
文
で
あ
り
、
重
書
案
全
体
を
袖
判
（
足
利
義
尚
）
が
安
堵
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
文
書
の
年
紀
は
、
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
五
月
二
五
日
（
１
）
が
最

も
早
く
、
文
明
一
四
年
（
一
四
八
二
）
一
二
月
一
八
日
（　

・　

・　

）
が
最
も
降

５５

５６

５７

る
。
従
っ
て
こ
の
重
書
案
の
作
成
は
文
明
一
四
年
一
二
月
一
八
日
以
降
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

第
三
に
、
寄
進
さ
れ
た
所
領
は
、
１
・
２
の
船
井
荘
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、「
師

職
」
の
計
ら
い
に
委
ね
ら
れ
、
北
野
社�
別
当�
・�
政
所�
の
関
与
は
排
除
さ
れ
る
。
２
の

�
�
�
�
�
���	


冒
頭
で
は
、
社
僧
に�
祈
祷
勤
行�
す
べ
き
五
ヶ
条
を
列
挙
し
た
後
「
已
上
以
丹
波
国
船

�
�
�
�
�
�
�
�

井
庄
地
頭
得
分
、
為
料
足
可
令
懃
仕
之
、
次
同
庄
所
務
并
毎
日
懃
行
奉
行
事
、
禅

陽
・
守
慶
依
重
代
祈
祷
之
師
職
、
令
仰
付
之
上
者
、
令
停
止
別
当
并
政
所
綺
、
永
代

全
知
行
、
為
両
人
之
計
、
一
社
平
均
可
令
宛
行
之
者
也
」
と
記
す
。
船
井
荘
地
頭
職

�
得
分�
は
毎
日
勤
行
と
結
び
つ
い
て
い
て
、
そ
の
「
奉
行
」
が
禅
陽
・
守
慶
二
人
に
委

�
�
�
�

ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
こ
の
二
人
は
「
重
代
祈
祷
之
師
職
」
と
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
尊
氏
の
祈
祷
師
で
あ
る
（
竹
内
秀
雄
『
天
満
宮
』）。

　

第
四
に
、
こ
の
禅
陽
・
守
慶
の
北
野
神
社
に
お
け
る
立
場
は
「
北
野
社
師
職
」
と

表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
３
以
降
は
禅
陽
と
そ
の
系
統
の
得
た
文
書
群
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
（
図
版
６
）。

　

３
北
野
社
師
職
事
、
被
仰
守
慶
法
眼
之
条
、
参
差
之
上
者
、
早
停
止
彼
綺
、
任

代
々
之
佳
例
、
如
元
可
被
致
祈
祷
精
誠
之
状
如
件
、

　
　
　
　

観
応
二
年
八
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
御�
判�

�
�
�
�
�
�

　
　
　
　
　
　

石�
見
法�
眼
御
房

�
�
�
�
�

　

尊
氏
は
「
北
野
社
師
職
」
を
一
た
ん
守
慶
に
与
え
た
が
、
そ
れ
を
と
り
や
め
、�

�
石
見
法
眼�
（
禅
陽
）
に
与
え
直
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、「
北
野
社
師
職
」

�
�
�
�
�
�
�

を
め
ぐ
り
、
守
慶
と
禅
陽
と
が
争
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
、
双
方
で
尊
氏

（
さ
ら
に
直
義
）
か
ら
師
職
安
堵
の
文
書
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

４
は
宛
所
を
欠
く
が
、「
止
助
法
眼
守
慶
知
行
」
と
あ
る
か
ら
、
守
慶
の
敵
対
側

（
禅
陽
）
に
丹
波
国
船
井
荘
知
行
を
安
堵
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
給
者
は
「
御
判
」
と

―�１１�―
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第１表　「北野天満宮寄進状壹巻」の文書目録

内　　　　　　　　容表　　　　題年　　　　代���

丹波国船井荘地頭職を寄進足 利 尊 氏 寄 進 状建武３年（１３３６）５月２５日　１
社僧らに毎日祈祷勤行を命じ、勤行奉行を禅陽・守慶両人の計らいとする足 利 直 義 御 教 書建武３年（１３３６）８月１８日　２
北野社師職を石見法眼（禅陽）に安堵足 利 尊 氏 御 教 書観応２年（１３５１）８月１０日　３
守慶の丹波国船井荘知行を止め、某に宛行う、（宛所欠く）足 利 直 義 御 教 書観応２年（１３５１）８月１３日　４
凶徒退治の祈祷を命ずる、（宛所欠く）足 利 義 詮 御 教 書観応２年（１３５１）１０月２３日　５
摂津国鵜飼瀬を寄進足 利 義 詮 寄 進 状延文５年（１３６０）８月９日　６
駿河国河原一色地頭職清武跡の寄進足 利 義 詮 寄 進 状康安元年（１３５１）９月２７日　７
能登国菅原荘の寄進後 光 厳 天 皇 綸 旨貞治４年（１３６５）７月３０日　８
北野社一年一請会料所能登国菅原荘を北野社別当に与える足 利 義 詮 御 教 書貞治４年（１３６５）８月１日　９
能登国菅原荘を北野社別当に与える後 光 厳 天 皇 綸 旨応安３年（１３７０）９月１８日　１０
能登国菅原荘半分を禅厳奉行職として安堵足 利 義 満 御 教 書至徳３年（１３８６）正月２８日※１１
能登国菅原荘奉行職を禅厳子孫に領掌せしむ北 野 神 社 別 当 書 下応永２年（１３９５）２月２５日※１２
飛騨国荒木郷内田地を北野社に寄進足 利 義 満 寄 進 状応安６年（１３７３）１１月１２日１３
近江国中荘田井郷地頭方の北野社当知行を確認源 義 満 寄 進 状永和５年（１３７９）３月１２日１４
摂津国富田方矢野十郎入道跡を北野社に寄進足 利 義 満 寄 進 状康暦元年（１３７９）４月２５日１５
加賀国笠間保を北野社に寄進足 利 義 満 寄 進 状至徳３年（１３８６）１２月２５日１６
参河国星野高井彦四郎跡足 利 義 満 寄 進 状康応元年（１３８９）２月１６日１７
美濃国芥見荘内日野郷地頭職志多見跡足 利 義 満 寄 進 状康応元年（１３８９）１０月２１日１８
摂津国得位時枝荘領家職足 利 義 満 寄 進 状明徳元年（１３９０）５月２５日※１９
美濃国則松入道跡足 利 義 満 寄 進 状明徳２年（１３９１）９月２６日２０
摂津国榎並荘半分足 利 義 満 寄 進 状明徳２年（１３９１）１２月２９日２１
摂津国榎並下荘所職足 利 義 満 寄 進 状明徳２年（１３９１）１２月２９日２２
松梅院法印房に神領直務を認める足 利 義 満 御 教 書明徳４年（１３９３）６月２１日２３
美作国長岡荘内藤原村五名足 利 義 満 寄 進 状応永元年（１３９４）８月１８日２４
因幡国岩井荘内吉田保竹見小羽尾両村足 利 義 満 寄 進 状応永２年（１３９５）２月１２日２５
北野社三年一請会料所能登国菅原荘を北野社領として再確認足 利 義 満 御 教 書応永２年（１３９５）２月１２日２６
越前国社荘佐々木五郎左衛門尉跡足 利 義 満 寄 進 状応永５年（１３９８）５月２日２７
近江国田中中荘領家職・建部社神主禰宜両職・神田畠田上三郎跡足 利 義 満 寄 進 状応永５年（１３９８）６月１５日２８
摂津国東成郡内都戸荘松田八郎左衛門尉満秀跡足 利 義 満 寄 進 状応永５年（１３９８）１１月２６日２９
但馬国気比荘水上領家職足 利 義 満 寄 進 状応永６年（１３９９）６月２９日３０
山城国久世郡内上奈良分足 利 義 満 寄 進 状応永６年（１３９９）１０月２７日３１
和泉国坂本郷并七ヶ里地頭職・同国八田地頭領家両職足 利 義 満 寄 進 状応永６年（１３９９）１２月２４日３２
尾張国本神戸散在除藤一丸安堵足 利 義 満 寄 進 状応永７年（１４００）８月１１日３３
同前、左衛門佐宛室町幕府管領畠山基国奉書応永７年（１４００）８月１１日３４
同前、甲斐美濃入道宛尾張国守護斯波義教施行状応永７年（１４００）８月１３日３５
美濃国賀茂郡蜂屋三ヶ一色内世良田村寄進足 利 義 満 御 教 書応永９年（１４０２）６月２３日３６
北野宮寺師職を禅能法橋に仰付ける足 利 義 持 御 教 書応永１４年（１４０７）５月１２日３７
美濃国綾部郷野間中務入道跡足 利 義 持 寄 進 状応永１５年（１４０８）１０月４日３８
北野宮寺領を不易地とし、奉行職を禅能法印に領知せしむ足 利 義 持 御 教 書応永１６年（１４０９）９月２０日３９
北野宮寺領を不易地とし、奉行職を禅能子孫に領知せしむ室町幕府管領細川勝元下知状文安２年（１４４５）８月２５日４０
北野社御師職は、光園院鎮慶の訴えを棄捐し、松梅院に安堵する室町幕府管領細川勝元奉書文安２年（１４４５）１１月２０日４１
美作国吉野林野両保足 利 義 持 寄 進 状応永１９年（１４１２）５月７日４２
内野新開下地の寄進後 小 松 上 皇 院 宣応永２０年（１４１３）７月５日４３
越前国得光保足 利 義 持 寄 進 状応永２３年（１４１６）１２月晦日４４
山城国池田荘足 利 義 持 寄 進 状応永２４年（１４１７）２月２２日４５
河内国八ヶ所足 利 義 持 寄 進 状応永２５年（１４１８）１１月２５日４６
和泉国大鳥荘下条足 利 義 持 寄 進 状応永２５年（１４１８）１１月２５日４７
加賀国長崎保山代本郷半分福田領家豊田内２町余足 利 義 持 寄 進 状応永２５年（１４１８）１２月１８日４８
加賀国小泉保内田地１０町足 利 義 持 寄 進 状応永２６年（１４１９）３月２日４９
河内国拾七箇所内葛原郷足 利 義 持 寄 進 状応永２７年（１４２０）７月２２日５０
近江国高島郡佐々木田中下野守跡足 利 義 持 寄 進 状応永２８年（１４２１）６月３日５１
近江国西万木地頭職佐々木田中跡を松梅院法印房に安堵足 利 義 持 御 教 書応永３４年（１４２７）４月３日５２
近江国高島郡田中荘を寄進室町幕府管領細川勝元奉書文安５年（１４４８）１２月２６日５３
近江国高島郡田中荘・同国西万木地頭職の寄進足 利 義 政 御 教 書康正２年（１４５６）１２月２３日５４
河内国八箇所など（９ヶ所）を松梅院禅椿に領知せしむ足 利 義 政 御 教 書文明１４年（１４８２）１２月１８日５５
摂津国榎並上荘半分を、密乗院禅果を止め、松梅院禅椿に領掌せしむ足 利 義 政 御 教 書文明１４年（１４８２）１２月１８日５６
摂津国榎並荘半分・越前国社荘を、宝成院明充を止め、松梅院禅椿に領掌せしむ足 利 義 政 御 教 書文明１４年（１４８２）１２月１８日５７
近江国馬杉荘足 利 義 持 寄 進 状応永２８年（１４２１）１２月２５日５８
摂津国葦屋荘領家職足 利 義 持 御 教 書応永３０年（１４２３）３月１１日５９
加賀国富墓荘治長知行分菩 薩 戒 弟 子 寄 進 状応永３０年（１４２３）８月１２日６０
��．６０にもとづいて加賀国富墓荘を北野社領として確認し、奉行職を松梅院禅椿に領掌せしむ足 利 義 政 御 教 書文明９年（１４７７）９月２７日６１
山城国菱田下司職并下狛以下散在田地を北野社領として確認し、奉行職は禅能に沙汰すること足 利 義 持 御 教 書応永３１年（１４２４）２月２３日６２
北野社領諸国荘園洛中辺土敷地については造伊勢役・大嘗会役を免除することとし、この旨を諸
国守護・奉行人に存知せしめる

足 利 義 持 御 教 書応永２３年（１４１６）８月２５日６３

和泉国大鳥荘下条・美濃国日野郷・越前国得光保内野畠等の奉行職を禅親に領知せしむ足 利 義 政 御 教 書長禄２年（１４５８）４月１６日６４
河内国八ヶ所・同嶋頭荘などを禅親に領知せしむ足 利 義 政 御 教 書長禄２年（１４５８）４月１６日６５
北野宮寺領諸国所々の奉行職を松梅院禅予に領掌せしむ足 利 義 政 御 教 書寛正６年（１４６５）７月２４日６６
和泉国大鳥荘下条など（２４ヶ所）の奉行職を松梅院禅予に領知せしむ足 利 義 政 御 教 書寛正６年（１４６５）７月２４日６７
（７４ヶ所）北 野 社 領 諸 国 所 々 目 録年　 月　 日　 未　 詳６８
近江国田中郷并西万木等につき、借物は社家として勘弁し、在所は松梅院に安堵する室町幕府奉行人連署奉書応仁元年（１４６７）１０月２５日６９
近江国田上中荘新賀木葉落等は松千代丸を止め、松梅院に領知せしむ室町幕府奉行人連署奉書応仁元年（１４６７）１１月２９日７０
北野宮寺領諸国所々は、不易地として社家松梅院に領知せしむ室町幕府奉行人連署奉書応仁元年（１４６７）１０月２５日７１
和泉国大鳥荘下条は、波多野因幡守を止め、松梅院に領知せしむ室町幕府奉行人連署奉書応仁２年（１４６８）１１月２４日７２
越前国社荘・加賀国小泉保・丹後国時武保などは、方々の競望を止め、松梅院に領知せしむ室町幕府奉行人連署奉書文明３年（１４７１）１２月２０日７３

注　※印は『北野神社文書』に正文のあるもの。



し
て
不
明
だ
が
、
脇
に
「
大
休
寺
殿
」
と
注
記
さ
れ
、
直
義
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

３
・
４
は
師
職
と
そ
の
所
領
の
一
括
性
か
ら
す
る
と
（
し
か
も
ほ
ぼ
同
日
）、
発
給
者

は
同
一
人
で
あ
る
方
が
自
然
で
あ
る
が
、
重
書
案
作
成
者
は
尊
氏
・
直
義
両
方
か
ら

安
堵
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
３
・
４
は
、
師
職

を
め
ぐ
る
守
慶
・
禅
陽
の
争
い
の
の
ち
、
石
見
法
眼
禅
陽
に
宛
て
ら
れ
た
文
書
で
あ

る
（
５
も
宛
所
を
欠
く
が
、
同
じ
で
あ
ろ
う
）。

　

第
五
に
、
禅
陽
の
後
の
師
職
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
が
、
個
々
の
宛
所
（
実
際

の
宛
所
、
受
取
者
）
と
し
て
確
認
で
き
る
人
物
を
ひ
ろ
い
上
げ
る
と
、
い
ず
れ
も
禅

陽
系
統
の
人
物
と
し
て
確
認
で
き
る
。
一
人
ず
つ
見
て
み
よ
う
。

　

禅
厳
を
宛
所
と
す
る
文
書
。　

・　

。「
能
登
国
菅
原
荘
奉
行
職
」
が
石
見
法
眼
禅

１１

１２

厳
（　

）、
禅
厳
法
印
子
々
孫
々
（　

）
に
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
禅
厳
は　

・　

の
年

１１

１２

１１

１２

紀
か
ら
、
南
北
朝
末
・
室
町
初
期
の
人
物
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
先
の
禅
陽
の
後
継
者

と
考
え
ら
れ
る
（
同
じ
石
見
房
を
名
乗
る
こ
と
も
傍
証
に
な
ろ
う
）。

　

禅
能
を
宛
所
と
す
る
文
書
。　

・　

・　

・　

。「
北
野
宮
寺
師
職
」
を
安
堵
さ

３７

３９

４０

６２

れ
た
禅
能
は
（　

）、
宮
寺
領
（
本
・
新
・
当
知
行
の
所
々
）
を
「
不
易
地
」
と
し

３７

て
確
立
し
、
そ
の
「
奉
行
職
」
を
獲
得
し
（　

）、「
禅
能
之
子
孫
」
が
継
承
す
る
と

３９

こ
ろ
と
な
っ
た
（　

）。　

は　

と
ほ
ぼ
同
年
紀
で
あ
る
が
、
名
宛
（
形
式
上
の
宛

４０

４１

４０

所
）
は
「
松
梅
院
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
実
際
に
は
禅
能
が
宛
所
で
あ
る
。　
４１

で
は
「
北
野
社
御
師
職
事
、
光
園
院
鎮
慶
雖
歎
申
之
」
と
の
文
言
が
あ
り
、
御
師
職

を
め
ぐ
り
北
野
社
内
で
争
論
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
禅
能
（
松
梅

院
）
が
こ
れ
を
保
持
し
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
対
立
者
の
光
園
院
鎮
慶
は

「
慶
」
字
の
継
承
か
ら
見
て
、
守
慶
の
後
継
者
で
あ
ろ
う
。
禅
能
受
給
文
書
は
一
五

世
紀
前
半
で
あ
り
、
彼
は
禅
厳
の
後
継
者
で
あ
ろ
う
。

　

禅
親
を
宛
所
と
す
る
文
書
。　

・　

。
二
通
と
も
長
禄
二
年
（
一
四
六
〇
）
四
月

６４

６５

一
六
日
付
で
、　

は
和
泉
国
大
鳥
荘
下
条
・
美
濃
国
日
野
郷
・
越
前
国
得
光
保
内
野

６４

畠
等
の
「
奉
行
職
」
を
、　

は
河
内
国
八
ヶ
所
・
同
嶋
頭
荘
等
一
六
ヶ
所
の
領
知
を

６５

そ
れ
ぞ
れ
「
法
眼
禅
親
」
に
安
堵
し
て
い
る
。
と
く
に　

の
所
領
は
多
く
（
二
四
ヶ

６５

所
）、
松
梅
院
主
と
し
て
の
領
知
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　

禅
予
を
宛
所
と
す
る
文
書
。　

・　

。
両
方
と
も
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
七
月

６６

６７

二
四
日
付
。　

は
「
北
野
宮
寺
領
諸
国
所
�々

奉
行
職
」
を
、　

は
和
泉
国
大
鳥
荘

６６

６７

�
�
�
�

�
�

下
条
・
美
濃
国
日
野
郷
・
越
前
国
得
光
保
等
の
「
奉
行
職
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
松
梅
院

禅
予
」
に
領
知
せ
し
め
る
。
こ
の
二
通
に
続
く
文
書
（　

）
は
「
北
野
社
領
諸
国

６９

所
々
目
録
」
と
題
し
て
、
諸
国
七
四
ヶ
所
の
所
領
を
書
き
上
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
が

　

の
「
北
野
宮
寺
諸
国
所
�々

」
の
別
紙
に
当
る
で
あ
ろ
う
か
。

６６
　

禅
椿
を
宛
所
と
す
る
文
書
。　

・　

・　

・　

。　

が
早
く
文
明
九
年
（
一
四
七

５５

５６

５７

６１

６１

七
）
で
あ
る
が
、
加
賀
国
富
墓
荘
を
社
家
（
北
野
社
）
に
安
堵
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
「
奉
行
職
」
を
「
松
梅
院
禅
椿
」
に
安
堵
し
て
い
る
。
ま
た　

〜　

は
文
明
一
四

５５

５７

年
一
二
月
一
八
日
付
で
あ
り
、　

は
河
内
国
八
箇
所
な
ど
（
九
ヶ
所
）、　

は
摂
津

５５

５６

国
榎
並
上
荘
半
分
、　

は
榎
並
上
荘
半
分
ほ
か
同
国
都
戸
荘
・
越
前
国
社
荘
を
そ
れ

５７

ぞ
れ
安
堵
さ
れ
る
と
と
も
に
、
い
ず
れ
も
「
松
梅
院
禅
椿
」
が
領
知
す
る
よ
う
公
認

さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
「
退
方
々
妨
」（　

）・「
密
乗
院
禅
果
雖
申
子
細
」（　

）・「
宝

５６

５６

成
院
明
充
雖
申
子
細
」（　

）
と
、
対
立
者
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
を
退
け
る

５７

文
書
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
「
松
梅
院
」
を
名
宛
と
し
て
い
る
文
書
。　

・　

・　

・　

・　

・　

・

２３

４１

４３

５２

６９

７０

　

・　

・　

。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、　

が
実
際
に
は
禅
能
を
受
給
者
と
し
て
い
る
よ

７１

７２

７３

４１

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
松
梅
院
主
が
受
給
者
で
あ
る
。
最
も
早
い
の
は　

の
明

２３

徳
四
年
（
一
三
九
三
）
六
月
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
頃
に
は
松
梅
院
が
確
立
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
重
書
案
全
体
（
１
〜　

）
は
北
野
神
社
（
北
野
宮
寺
）

７３

を
宛
所
と
し
た
室
町
幕
府
発
給
文
書
群
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
禅
陽
・
禅
厳
・
禅

能
・
禅
親
・
禅
予
・
禅
椿
・
松
梅
院
を
宛
所
と
す
る
文
書
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、

文
書
内
容
か
ら
は
松
梅
院
系
の
伝
来
文
書
群
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
３
）
紙
継
裏
花
押�
―�
重
書
案
の
作
成
者

　

次
に
紙
継
裏
花
押
の
検
討
に
入
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
重
書
案
料
紙
は
継

が
れ
た
四
一
紙
で
あ
り
、
継
目
ご
と
に
（
四
〇
ヶ
所
）
裏
花
押
が
す
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
裏
花
押
の
形
は
、
現
状
で
は
原
形
を
変
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
（
切

断
し
再
接
合
の
た
め
）、
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
形
を
点
検
す
る
と
、
室
町
幕
府
奉

行
人
松
田
長
秀
（
丹
後
守
）
の
も
の
と
一
致
す
る
（
図
版
７
）。
北
野
神
社
文
書
（
筑

波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
の
な
か
に
、
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
閏
一
一
月
二
五

日
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
が
あ
り
（『
北
野
神
社
文
書
』
七
九
号
）、
そ
こ

（�
日
下�
）
に
連
署
す
る
丹
後
守
（
松
田
長
秀
）
の
花
押
と
同
じ
で
あ
る
。

�
�
�

�
�
�
�

�
�

―�１３�―



―�１４�―

７ 紙継目裏花押（寄進状壹

巻より） 

９の丹後守の花押と一致
８　長享元年（１４８７）１０月１５日　足利義尚御判御教書　３２．９×５２．９��

９　長享元年（１４８７）閏１１月２５日　室町幕府奉行人連署奉書　２７．８×４６．８��



―�１５�―

１０　長享２年（１４８８）１２月１７日　足利義煕御判御教書　３２．８×５３．５��

１１　文明１４年（１４８２）１２月１８日　足利義政御判御教書（寄進状壹巻より）



　

用
い
ら
れ
て
い
る
料
紙
（
四
一
紙
）
は
、
大
き
さ
に
若
干
の
差
は
あ
る
も
の
の
、

ほ
ぼ
同
じ
法
量
の
紙
と
言
っ
て
よ
く
、
し
か
も
紙
質
は
楮
で
は
あ
る
が
幕
府
文
書
に

よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
上
質
の
も
の
で
あ
る
（
前
述
）。
継
目
裏
花
押
が
幕
府
奉
行

人
（
松
田
長
秀
）
で
あ
る
こ
と
も
考
え
る
と
、
こ
の
重
書
案
全
体
は
、
幕
府
奉
行
人

松
田
長
秀
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
北
野
社
松
梅
院
側
で
作
成
し

て
、
幕
府
奉
行
人
に
継
目
裏
花
押
を
す
え
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
筆
風
が
幕

府
右
筆
系
で
あ
る
）。

　

こ
の
重
書
案
全
体
は
冒
頭
に
足
利
義
尚
花
押
を
す
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
す
る

は
ず
で
あ
り
、
作
成
年
代
は
義
尚
将
軍
在
位
期
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た�

重
書
案
作
成
が
松
田
長
秀
に
よ
る
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
北
野
社
松
梅
院
側
か
ら

の
要
請
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
足
利
義
尚
（
義�

熙
）�
―�
松
田
長
秀�
―�
北
野
社
松
梅
院
の
三
者
の
連
係
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
関

係
を
確
認
で
き
る
文
書
が
三
通
残
っ
て
い
る
。

　

（
Ａ
）�
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
一
〇
月
一
五
日
足
利
義
尚
御
判
御
教
書
（『
北

野
神
社
文
書
』
七
八
号
、
図
版
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（�
花�
押�
）

�
�
�
�
�
�

　
　

北
野
宮
寺
領
諸
国
所
々�
事
、
如
元
為
御
師
職
松
梅
院
禅
予
法
眼
全
領
知
、

可
抽
祈
祷
丹
誠
、
於
禅
椿
同
養
子
阿
賀
丸
等
訴
訟
者
、
不
応
今
度
下
知
之
条
、

永
不
可
有
許
容
之
状
如
件
、

　
　
　
　

長
享
元
年
十
月
十
五
日

　

（
Ｂ
）�
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
閏
一
一
月
二
五
日
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書

（
同
前
七
九
号
、
図
版
９
）

　
　

禅
椿
事
、
依
有
其
科
被
改
御
師
職
、
如
元
被
仰
付
之
、
於
禅
椿
并
養
子
阿
賀
丸

等
者
、
向
後
永
不
可
有
御
許
容
之
旨
、
被
成　

御
判
訖
、
然
号
先
借
、
神
領

所
々
有
競
望
族
之
間
、
神
用
以
下
既
可
退
転
云
々
、
言
語
道
断
之
次
第
也
、
至

彼
借
書
者
、
任
先
例
、
被
棄
破
之
段
可
被
存
知
之
、
若
猶
権
門
勢
家
被
官
人
及

違
乱
者
、
為
有
異
沙
汰
、
可
被
注
申
交
名
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
執
達
如
件
、

　
　
　
　

長
享
元
年
閏
十
一
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
�
丹�
後�
守�
（
花
押
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
前
加
賀
守�
（
花
押
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
　
　
　

北
野
宮
寺
御
師�
松
梅
院�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�

　

（
Ｃ
）�
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
一
二
月
一
七
日
足
利
義
熙
御
判
御
教
書
（
同
前

八
〇
号
、
図
版　

）
１０

　
　

北
野
宮
寺
造
営
料
所
美
濃
国
日
野
郷
・
越
前
国
得
光
保
并
内
野
畠
等
事
、
去
年

妙
蔵
院
祐
繁
申
給
一
方
向
之
条
、
為
糺
明
及
三
ヶ
度
触
遣
之
処
、
今
無
音
之
上

者
、
頗
無
理
之
所
致
歟
、
然
任
代
々
御
判
之
旨
所
返
付
御
師
松
梅
院
禅
予
法
眼

也
、
早
如
元
全
領
可
専
不
朽
修
造
之
状
如
件
、

　
　
　
　

長
享
二
年
十
二
月
十
七
日

　
　

内
大
臣
兼
右
近
衛
大
将
源
朝
臣
（�
花�
押�
）

�
�
�
�
�
�

　
（
Ａ
）
は
「
松
梅
院
禅
予
法
眼
」
を
「
如
元
為
御
師
職
」、
北
野
宮
寺
領
諸
国
所
々

を
領
知
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
禅
予
は
寛
正
四
年
七
月
に
松
梅
院
主
と
し
て
文
書
を

受
給
し
て
い
た
が
（　

・　

）、
文
明
九
年
に
は
禅
椿
に
替
っ
て
い
た
（　

）。
そ
の

６６

６７

６１

禅
椿
が
「
禅
椿
事
、
依
有
其
科
、
被
改
御
師
職
」（
Ｂ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
御
師
職
を

改
易
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
禅
予
が
再
び
御
師
職
に
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
（
Ｂ
）
は
（
Ａ
）
を
う
け
た
奉
行
人
連
署
奉
書
で
あ
る
が
、「
於
禅
椿
并
養
子
阿
賀

丸
者
向
後
永
不
可
有
御
許
容
之
旨
」
が
確
認
さ
れ
、
神
領
に
関
す
る
借
書
は
棄
破
す

べ
し
と
の
仰
せ
が
「
北
野
宮
寺
御
師
松
梅
院
」（
禅
予
）
に
伝
達
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

連
署
者
の
一
人
が
松
田
丹
後
守
（
長
秀
）
で
あ
る
。

　
（
Ｃ
）
は
美
濃
国
日
野
郷
・
越
前
国
得
光
保
に
つ
き
、
妙
蔵
院
祐
繁
の
主
張
を
退

け
、「
松
梅
院
禅
予
」
に
返
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
長
享
二
年
の
後
半
に
は
、
松
梅
院
禅
予
は
将
軍
義
尚
（
義
熙
）・
幕
府
奉

行
人
松
田
長
秀
か
ら
受
益
文
書
を
受
け
取
っ
て
お
り
、
禅
予
と
松
田
長
秀
の
接
触
は

深
ま
っ
て
い
た
、
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
こ
う
し
た
事
態
を
背
景
に
、
重
書
案
全
体

（
１
〜　

）
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
安
堵
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

７３

　

と
こ
ろ
で
、
重
書
案
冒
頭
の
足
利
義
尚
花
押
は
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

形
は
義
尚
の
も
の
で
あ
る
が
、
な
ぞ
り
が
多
く
、（
Ａ
）・（
Ｃ
）
の
花
押
と
く
ら
べ
て

も
、
本
人
の
も
の
と
は
見
な
し
難
い
。
花
押
だ
け
が
後
世
（
例
え
ば
江
戸
期
）
の
も

の
と
見
る
考
え
方
も
で
き
る
が
、
袖
（
第
一
紙
の
袖
）
の
大
き
さ
か
ら
し
て
、
重
書

案
作
成
時
か
ら
袖
判
が
企
画
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
袖
判
花
押
は
こ
の

時
期
の
も
の
と
見
る
方
が
整
合
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、

こ
の
義
尚
花
押
は
本
人
で
は
な
い
が
、
幕
府
方
で
す
え
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
一
つ

―�１６�―



の
解
決
策
で
あ
ろ
う
。
詳
し
く
は
検
討
で
き

な
い
が
、
今
は
こ
う
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
う
し
て
重
書
案
全
体
は
、
松
梅
院
で
は

な
く
、
幕
府
奉
行
人
松
田
丹
後
守
長
秀
の
も

と
で
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
時
期
は

長
享
二
年
後
半
の
可
能
性
が
高
い
。

（
４
）
付
箋
「
紙
数
四
十
壱
丁
（
花
押
）」

　

第
一
紙
の
始
ま
る
直
前
に
（
表
紙
の
裏
末

尾
に
）
付
け
ら
れ
た
箋
が
あ
る
。「
紙
数
四

十
壱
丁
」
と
記
し
、
花
押
を
す
え
て
い
る
。

こ
の
花
押
だ
が
、
こ
れ
は
年
欠
一
一
月
二
日

松
梅
院
禅
興
書
状
（『
北
野
神
社
文
書
』
一

六
四
号
）
に
見
え
る
差
出
人
（
禅
興
）
の
花

押
と
一
致
す
る
。
従
っ
て
付
箋
は
禅
興
が
付

け
た
こ
と
に
な
る
。

　

禅
興
は
天
文
年
中
か
ら
松
梅
院
主
と
な

り
、
北
野
社�
祀
官�
と
な
っ
て
い
た
が
、
永
禄

�
�
�

七
年
五
月
一
〇
日
に
は
将
軍
足
利
義
輝
か
ら

北
野
宮
寺
領
諸
国
所
々
の
領
掌
を
安
堵
さ
れ

（『
北
野
神
社
文
書
』
一
六
六
号
）、
同
じ
趣

旨
の
奉
行
人
奉
書
を
与
え
ら
れ
て
い
る
（
同

前
一
六
七
号
）。
こ
こ
で
「
北
野
宮
寺
領
諸

国
所
々�
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
禅
興

は
所
領
を
書
き
上
げ
る
の
に
重
書
案　

を
底

６８

本
に
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

禅
興
は
松
梅
院
主
と
し
て
、
こ
の
重
書
案

を
ひ
き
つ
い
だ
の
で
あ
り
、
重
書
案
全
体
を

点
検
し
、「
紙
数
四
十
壱
丁
（
花
押
）」
と
し

た
た
め
た
の
で
あ
っ
た
。

�
�
�
�

�
�

三　

守
慶
系
統
の
文
書 �
 
「
北
野
天
満
宮
領
丹
波
国
船
井
荘
相
伝
文
書
」

　

筑
波
大
学
が
一
九
九
八
年
秋
に
購
入
し
、
現
在
は
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
巻
子
の
古
文
書
（
九
通
）
で
あ
る
が
、
継
紙
で
あ
り
、
料
紙
・
書
体
と
も
に
江

戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
江
戸
期
（
お
そ
ら
く
後
期
）
に
書
写
さ
れ
た
文
書
群
で
あ

る
が
、
そ
の
内
わ
け
は
第
２
表
の
通
り
で
あ
る
（
配
列
順
）。

　

一
見
し
て
明
ら
か
な
如
く
、
観
応
二
年
の
も
の
が
四
通
と
多
く
、
し
か
も
宛
所

（
実
際
の
受
給
者
）
が
助
法
眼
（
守
慶
）
で
あ
る
。
守
慶
は
こ
の
時
、
北
野
社
師
職
を

禅
陽
と
争
っ
て
い
た
が
、
守
慶
の
方
も
尊
氏
・
直
義
両
方
か
ら
文
書
を
受
け
取
っ
て

い
る
。
し
か
も
観
応
三
年
八
月
八
日
の
足
利
直
義
か
ら
の
船
井
荘
二
村
打
渡
し
命
令

の
文
書
（
エ
）
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
も
、
守
慶
が
北
野
社
師
職
に
あ
っ

た
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
対
立
側
の
禅
厳
が
至
徳
三
年
正
月
に
は
義
満
か
ら
御
判
御
教

書
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
（「
寄
進
状
壹
巻
」　

）、
守
慶
は
没
落
し
た
と
見
ら
れ

１１

る
。

　

キ
・
ク
は
禅
陽
方
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
同
趣
旨
で
あ
り
、
建
武
三
年
段
階
で
は

北
野
師
職
・
船
井
荘
知
行
を
禅
陽
・
守
慶
両
方
の
計
ら
い
と
し
て
い
る
。

　

ケ
は
「
北
野
祀
官
」
の
地
位
に
真
福
院
僧
都
幸
隆
が
就
い
て
い
る
こ
と
を
示
す

が
、
こ
の
「
祀
官
」
の
地
位
は
師
職
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
松
梅
院
の
禅
興

も
祀
官
と
な
っ
て
い
る
）。
永
享
年
間
に
は
貞
福
院
禅
慶
や
松
光
院
秀
慶
も
将
軍
義

教
か
ら
文
書
を
与
え
ら
れ
て
お
り
（『
北
野
神
社
文
書
』
六
〇
・
六
二
号
）、
院
家
の

分
立
状
況
が
見
え
る
。
真
福
院
幸
隆
を
受
給
者
と
す
る
文
書
が
こ
の
文
書
群
（
ア
〜

ケ
）
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
人
物
が
助
法
眼
の
系
統
を
継
承
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ア
〜
ケ
の
文
書
群
は
、
南
北
朝
期
の
助
法
眼
守
慶
を
宛
所
（
受

給
者
）
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
１
〜　

の
禅
陽�
―�
松
梅
院
側
の
文
書
と
は
対
極
を

７３

な
す
。
こ
れ
ら
の
文
書
が
江
戸
後
期
に
書
写
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら

の
底
本
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
案
文
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、

守
慶
系
統
の
文
書
群
も
存
続
し
つ
づ
け
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
文
書
群
の
う
ち
の
多
く
は
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
に
採
録
さ
れ
て

い
る
も
の
と
同
内
容
で
あ
り
、
字
配
り
か
ら
し
て
（
付
箋
文
字
）、
あ
る
い
は
そ
の

―�１７�―

第２表　「北野天満宮領丹波国船井荘相伝文書」の文書目録

内　　　　　　　　容表　　　　題年　　　　代���

北野社師職は、禅陽法眼を退け、助法眼に与える足 利 直 義 御 教 書観応２年（１３５１）４月１８日ア
丹波国船井荘を助法眼守慶に一円沙汰せしむ足 利 義 詮 御 教 書観応２年（１３５１）５月２８日イ
北野社御師職は、禅陽法眼を改め、助法眼に与える足 利 尊 氏 御 教 書観応２年（１３５１）７月７日ウ
丹波国船井荘内熊崎村・興田村は、荻野尾張権守朝忠の濫妨を止め、中沢次郎左衛門尉とともに
下地を社家雑掌に打渡すよう、酒井次郎左衛門尉に命じる

足 利 義 詮 御 教 書観応３年（１３５２）８月８日エ

北野宮社僧に大般若経転読を命ずる足 利 義 詮 御 教 書観応２年（１３５１）１０月２３日オ
助法眼に祈祷を命ずる足 利 直 義 御 教 書観応２年（１３５１）２月１日カ
天満宮本地供養法を毎日一座、船井荘得分を春用とし、守慶・禅陽両人の沙汰として勤行するよ
う命ずる

足 利 尊 氏 御 教 書建武３年（１３３６）８月１８日キ

社僧らに毎日祈祷勤行を命じ、勤行奉行を禅陽・守慶両人の計らいとする（「北野天満宮寄進状壹
巻」���２と同じ）

足 利 直 義 御 教 書建武３年（１３３６）８月１８日ク

丹後国吉園荘などを北野祀官真福院僧都幸隆に領掌せしむ足 利 義 教 御 教 書永享元年（１４２９）１０月２８日ケ



底
本
か
と
も
思
わ
れ
る
（
た
だ
し
エ
・
オ
は
未
収
録
）。

四　

松
梅
院
の
成
立
時
期

　

二
つ
の
文
書
群
の
検
討
に
よ
り
（
一
方
は
写
で
あ
る
が
）、
建
武
三
年
当
時
、
尊

氏
・
直
義
に
よ
っ
て
、
北
野
社
師
職
と
さ
れ
た
禅
陽
・
守
慶
の
両
者
は
争
う
よ
う
に

な
り
、
守
慶
系
統
は
観
応
三
年
以
後
に
没
落
し
、
至
徳
年
中
に
は
禅
陽
系
の
禅
厳
が

「
奉
行
職
」
を
獲
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

足
利
義
尚
袖
判
の
重
書
案
は
、
こ
の
う
ち
禅
陽
・
禅
厳
の
系
統
に
宛
て
ら
れ
た
文

書
群
の
集
成
で
あ
る
が
、
ど
の
人
物
の
時
代
か
ら
松
梅
院
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
松
梅
院
」
の
初
出
は
前
述
の
よ
う
に
明
徳
四
年
（
一
三
九
三
）
六
月
で
あ
る
が

（　

）、
こ
の
時
期
の
松
梅
院
主
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
至
徳
三
年
（
一
三
八
六
）
正

２３月
二
八
日
義
満
御
教
書
（　

）
と
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
二
月
二
五
日
北
野
社
別

１１

当
書
下
（　

）
は
、
と
も
に
禅
厳
を
受
給
者
と
し
て
い
る
。　

は
「
北
野
宮
御
師
松

１２

２３

梅
院
法
印
房
」
を
名
宛
人
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
禅
厳
を
指
す
こ
と
は
、
以
上
か

ら
確
実
で
あ
る
。
従
っ
て
「
松
梅
院
」
は
禅
厳
の
時
に
は
設
立
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
代
の
松
梅
院
主
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
の

文
書
を
見
よ
う
（
図
版　

）。
１１

　
　

北
野
宮
寺
領
摂
津
国
榎
並
上
庄
半
分
・
同
下
庄
東
方
事
、
密
乗
院
禅
果
雖
申
子

５６
細
、
不
能
許
容
、
早
任
数
通
證
文
、
先
祖
法
印
禅
厳
譲
状
等
之
旨
、
松
梅
院
禅

椿
弥
領
掌
不
可
有
相
違
之
状
如
件
、

　
　
　
　

文
明
十
四
年
十
二
月
十
八
日

　
　
�
准
三
宮�
御
判

�
�
�
�
�
�

　

足
利
義
政
は
、
摂
津
国
榎
並
荘
半
分
な
ど
の
領
有
を
「
松
梅
院
厳
椿
」
に
認
め
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
の
一
つ
に
「
先
祖
法
印
禅
厳
譲
状
」
を
あ
げ
て
い
る
。
こ

の
譲
状
は
禅
椿
が
幕
府
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
禅
椿
は
そ
れ
を
「
先
祖

�
�

法

印
禅
厳
譲
状
」
と
し
た
た
め
た
の
で
あ
る
。「
北
野
社
師
職
」
が
祈
願
師
と
そ
の
所

領
を
内
実
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
譲
状
こ
そ
が
後
継
者
の
決
め
手
と
な
ろ

う
。
禅
椿
は
、
彼
に
ま
で
到
る
松
梅
院
の
系
統
の
出
発
点
を
禅
厳
に
求
め
、「
先
祖

禅
厳
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
禅
厳
の
時
代
に
松
梅
院
が
成
立
し

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

禅
厳
は
禅
陽
の
後
継
者
と
見
ら
れ
る
。
前
代
の
禅
陽
・
守
慶
の
併
存
・
争
い
や
守

慶
の
没
落
を
経
て
、
禅
厳
の
時
代
に
な
っ
て
、
松
梅
院
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
禅

厳
の
時
代
に
は
、
義
満
か
ら
の
所
領
寄
進
が
多
く
あ
り
（
重
書
案
の
な
か
で
も
二
三

通
）、
こ
れ
が
重
書
案
案
全
体
の
な
か
で
目
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ

の
寄
進
も
禅
厳
の
政
治
力
の
な
せ
る
業
で
あ
ろ
う
。
松
梅
院
は
、
こ
う
し
た
政
治
力

学
を
背
景
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
山
本　

隆
志
）

―�１８�―



　
『
北
野
社
家
日
記
』
は
も
と
京
都
北
野
天
満
宮
（
中
世
で
は
北
野
社
・
北
野
宮
寺�

と
呼
ば
れ
る
）
の�
祠
官�
で
あ
る�
松
梅
院�
に
伝
わ
っ
た
日
記
で
あ
り
、
明
治
の
神
仏
分

�
�
�
�

�������

離
の
際
に
散
逸
し
、
現
在
は
北
野
天
満
宮
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
、
天
理
図
書
館

な
ど
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
分
が
最
も

多
い
。

　
�
楮
紙�
を
二
つ
折
り
に
し
、
数
十
丁
分
を
和�
綴�
じ
に
し
た
上
で
表
紙
を
つ
け
、
数
か

�
�
�
�

�

月
分
の
記
事
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
た
め�
紙
背�
に
文
書
が
あ
る
場
合
が
し
ば
し
ば
あ

�
�
�

り
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
古
文
書
研
究
・
中
世
史
研
究
・
神
社
史
研
究
上
、
大
き
な

意
義
が
あ
り
、
そ
の
解
明
が
待
た
れ
る
。
原
本
表
紙
に
は
、「
日
記
」「
条
々
引
付
」

「
引
付
」「
社
家
引
付
」「
社
法
引
付
」
等
と
記
さ
れ
て
い
る
。�
引
付�
と
は
、
後
日
の
参

�
�
�
�

考
・
証
拠
と
す
る
た
め
に
書
き
留
め
た
記
録
の
こ
と
を
い
い
、
文
書
様
式
上
、
発
信

者
と
受
信
者
を
も
つ
「�
文
書�
」
と
、
受
信
者
を
も
た
ず
自
己
の
後
日
の
記
憶
に
備
え

�
�
�
�

る
た
め
の
「
記
録
」
と
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
備
忘
の
た
め
や

後
日
の
参
考
と
し
て
、
儀
式
・
行
事
の
作
法
・
故
実
な
ど
、
職
務
上
必
要
な
事
項
を

記
録
し
て
お
り
、
後
の
参
考
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
記
主
の
感
想
や
日
々
の
細
々
と
し

た
出
来
事
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
的
な
文
書
に
は
記
さ
れ
な
い
日

常
の
姿
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、「
後
証
の
た
め
」
と
し
て
、
発
給

し
た
文
書
や
受
信
し
た
文
書
が
書
写
さ
れ
て
お
り
、
訴
訟
の
際
な
ど
に
参
照
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
現
存
し
な
い
文
書
も
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、

大
変
貴
重
で
あ
る
。

　

刊
本
と
し
て
、
続
群
書
類
従
完
成
会
よ
り
史
料
纂
集
『
北
野
社
家
日
記
』
が
刊
行

さ
れ
て
お
り
、
第
一
〜
第
六
で
は
日
次
記
を
、
第
七
で
は
日
次
記
以
外
の
引
付
の
抄

録
を
収
録
し
て
お
り
、
以
下
続
刊
の
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
他
『
北
野
天
満
宮

史
料
』
に
も�
遷
宮�
記
・
三
年�
一
請
会�
引
付
な
ど
の
記
録
類
が
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、「
北

�
�
�
�
�

�
�
�
	
�



野
神
社
文
書
」
と
あ
わ
せ
て
、
中
世
の
北
野
社
を
知
る
上
で
基
本
的
な
史
料
と
な
っ

て
い
る
。

　

現
存
し
て
い
る
部
分
は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
で
、
そ

の
年
次
は
、�
宝
徳�
元
（
一
四
四
九
）、�
長
禄�
二
（
一
四
五
七
）、�
長
享�
二
〜�
明
応�
三

�
�
�
�
�

������

���	���



�
�
�

（
一
四
八
八
〜
九
四
）、
明
応
八
（
一
四
九
九
）、
明
応
九
（
一
五
〇
〇
）、�
永
正�
二

�����

（
一
五
〇
五
）
〜
一
二
、�
天
正�
一
七
（
一
五
八
九
）
〜
一
九
、�
文
禄�
三
（
一
五
九

������

�
�
�
	

四
）、
文
禄
四
、�
慶
長�
三
（
一
五
九
八
）
〜
一
八
（
八
、
一
三
、
一
四
年
欠
）、�
元
和�
二�

������

�
�
	

（
一
六
一
六
）
〜
五
、
九
、�
寛
永�
四
年
（
一
六
二
四
）
で
あ
る
。
途
中
書
け
て
い
る
年

�
�
�
�

次
も
多
く
、
散
逸
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
日
次
記
以
外
の
引
付
の
抄

録
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

記
主
は�
禅
親�
・�
禅
豫�
・�
禅
光�
・�
禅
昌�
・�
禅
意�
ら
代
々
の
松
梅
院
の
社
僧
で
あ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
������
�
�
	

松
梅
院
は�
公
文
所�
と
し
て
北
野
社
一
社
を
代
表
し
て�
別
当
曼
殊
院
門
跡�
や
幕
府
と
の

�
�
�
�
�
�

�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�

や
り
と
り
を
行
い
、
神
領
の
管
理
も
行
っ
て
い
た
。

　

内
容
は
、
北
野
社
の
祭
礼
を
は
じ
め
、
社
領
の
経
営
な
ど
の
経
済
活
動
、
神
人
の

活
動
、
幕
府
や
京
都
の
動
静
、
山
門
と
の
関
係
、
贈
答
の
儀
礼
、
商
工
業
者
や
庶
民

の
姿
、
さ
ら
に
は
連
歌
な
ど
の
芸
能
に
至
る
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
室
町

後
期
の
研
究
に
は
欠
か
せ
な
い
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
松
梅
院
は
将
軍
祈
祷

の
た
め
の�
御
師
職�
や
本
殿
を
管
理
す
る�
御
殿�
職
、
神
事
を
執
り
行
う
神
事
奉
行
で
も

�
�
�
�
�

�
�
�

あ
っ
た
た
め
、
そ
う
し
た
関
係
の
記
録
も
多
い
。�

―�１９�―

�
�
�
�
�
�
�
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�
�



〔
図
版
解
説
〕

　
　

嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）「
社
家
条
々
抜
書
」
松
梅

１２

院
禅
融
記 

応
永
二
七
年
（
一
四
二
〇
）
閏
正
月
一
一
日
条

　

酒
造
に
対
す
る
税
で
あ
る
「�
酒
麹
役�
」
は
、
古
代
で
は

�
�
�

酒
造
司
の
長
官�
酒
造
正�
を
世
襲
し
た
中
原
家
が
徴
収
し
て

�
�
�
�
�

い
た
。
そ
れ
が
南
北
朝
時
代
末
に
な
る
と
京
都
西
京
の
神

人
が
北
野
社
へ
の
祭
礼
負
担
を
理
由
に
そ
の
納
税
を
拒
否

す
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
南
北
朝
時
代
に
な
る
と
麹
作

り
の
独
占
を
は
か
り
、
足
利
義
持
は�
応
永�
二
六
年
（
一
四

�
�
�
�

一
九
）
九
月
に
、
西
京
住
人
以
外
の
経
営
す
る
京
都
の
麹

室
を
す
べ
て
破
却
さ
せ
、
酒
屋
は
今
後
麹
醸
造
を
行
わ
な

い
旨
の�
起
請
文�
を
北
野
社
に
提
出
さ
せ
、
西
京
神
人
が
麹

�
�
�
�
�
�

室
の
独
占
を
す
る
に
至
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
東
京
（
左
京
）
に
お
い
て
は
私
に
麹
室

を
構
え
る
者
が
あ
っ
た
た
め
、
北
野
社
は
そ
れ
を
停
止
す

る
よ
う
山
門
（
比
叡
山
）
に
訴
え
た
。
応
永
二
七
年
閏
正

月
一
一
日
、
山
門
で
は
そ
れ
に
対
し
て
、
西
京
住
人
に
よ

る
麹
役
の
独
占
を
認
め
た
幕
府
の
裁
許
を
保
証
し
、
さ
ら

に
は
山
門
公
人
が
こ
れ
に
関
連
し
て
北
野
社
に
乱
入
す
る

こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ

と
が
三
塔
（
東
塔
・
西
塔
・�
横
川�
）
集
会
に
よ
っ
て
決
定

�
�
�

さ
れ
、
全
山
一
一
二
名
の
学
侶
の
連
判
が
加
え
ら
れ
て
お

り
、
当
時
の
山
門
の
構
造
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
の
ち
に
問
題
と
な
り
、
正
長
元
年

（
一
四
二
八
）
八
月
二
七
日
山
門
西
塔
院�
閉
籠�
衆
事
書
に

�
�
�
�

お
い
て
、
山
門
の
側
は
、
北
野
社
公
文
所�
禅
能�
が
京
都
の

�
�
�
�

酒
屋�
土
倉�
に
先
例
と
称
し
て
麹
の
こ
と
を
停
止
し
、
傍
族

�
�
�

を
相
語
ら
い
連
署
状
を
取
り
調
え
、
山
上
の
下
知
だ
と
号

す
る
こ
と
の
不
法
を
指
弾
し
、
山
門
連
署
状
の
返
却
を
強

く
要
求
し
て
い
る
。
以
降
、
北
野
社
に
よ
る
麹
業
独
占
に

対
し
て
、
京
都
の
酒
屋
・
土
倉
と
結
ん
だ
山
門
が
対
立
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
　

延
徳
二
年
（
一
四
八
九
）「
引
付
」
松
梅
院
禅
予
記 

１３

四
月
一
三
日
条

　

延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
三
月
一
七
日
、
京
都
西
岡
の

土
一
揆
が
徳
政
を
要
求
し
て
蜂
起
し
、
北
野
社
に
立
て
こ

も
り
、
幕
府
の
軍
隊
と
対
峙
し
た
。
迫
る
幕
府
軍
に
対

し
、
一
揆
衆
は
社
殿
に
火
を
つ
け
、
三
一
人
が
命
を
落
と

し
た
。
そ
の
と
き
の
死
体
処
理
は
、
焼
け
跡
の
釘
・��
鎹��
の�

�
�
�
�

収
集
作
業
と
あ
わ
せ
て�
河
原
者�
が
請
け
負
っ
た
。
神
域
で

�
�
�
�
�

発
生
し
た
死
体
の
処
理
は
、
ケ
ガ
レ
の
問
題
が
あ
る
た

め
、
賤
民
で
あ
る
河
原
者
が
処
理
に
あ
た
り
、
キ
ヨ
メ
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
三
一
人
の
う
ち
宮
内
で
亡
く

な
っ
た
二
九
人
の
処
分
代
と
し
て
一
体
に
つ
き
一
〇
〇

文
、
計
二
貫
九
〇
〇
文
が
河
原
者
に
下
行
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
四
月
に
な
っ
て
「�
千
本
赤�
」
と
名

�������

乗
る
河
原
者
が
北
野
社
に
現
れ
、
処
理
の
一
件
に
関
し
て

異
議
を
唱
え
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
た
び
は�
宝
成
院�

�������

が
一
本
杉
の
河
原
者
に
処
理
を
委
託
し
た
こ
と
は
先
例
に

な
い
こ
と
で
、
こ
う
し
た
こ
と
が
起
き
た
場
合
、
自
分
た

ち
が
代
々
奉
仕
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
先
方
の
河

原
者
が
当
方
の
申
し
分
を
納
得
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
追
放

し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
主
張

は
沙
汰
承
仕
能
椿
を
通
じ
て
宝
成
院
に
伝
え
ら
れ
、
受
け

入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
記
事
か
ら
、

北
野
社
に
出
入
り
し
て
い
る
河
原
者
は
、
日
常
生
活
に
お

い
て
肉
食
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
な
ど
、
被

差
別
民
の
研
究
上
注
目
さ
れ
て
い
る
記
事
で
あ
る
。

―�２０�―

１２ 嘉吉元年（１４４１）　社家条々抜書　応永２７年 

（１４２０）閏正月１１日条　　冊子２８．１×２３．０��

１３ 延徳２年（１４８９）　引付　４月１３日条

冊子２５．６×２２．２��



　
　

延
徳
二
年
（
一
四
八
九
）「
引
付
」
松
梅
院
禅
予
記 

１４

七
月
一
二
日
条

　
�
神
人�
と
は
神
社
に
所
属
し
て
祭
祀
ま
た
は
供
御
に
奉
仕

�
�
�

す
る
義
務
を
負
う
一
方
、
神
社
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
る

人
々
の
こ
と
を
指
す
。
永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
一
二
月

の
北
野
宮
寺
祈
祷
帳
に
よ
る
と
、
北
野
社
に
所
属
す
る
神

人
と
し
て
、�
織
部
司�
本
座
神
人
・
八
月
御
祭
御
神
供
神

�������

人
・�
左
衛
門
町�
御
神
供
神
人
・�
近
衛
保�
神
人
・
二
三
条
保

�
�
�
�
�
�
�
�

	


�


�

神
人
・
三
月
三
日
保
神
人
・
五
月
五
日
保
神
人
・
七
月
七

日
保
神
人
・
九
月
九
日
保
神
人
・
民
部
省
町
御
壇
供
神

人
・
酒
役
神
人
・
諸
座
神
人
・�
大
座�
神
人
な
ど
が
存
在
し

�
�
�

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
諸
座
神
人
に
含
ま
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
不
断
香
神
人
・
水
垂
神
人
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

大
座
神
人
は
諸�
院
宮�
・
大
臣
家
の
牛
飼
童
が
北
野
社
に

�
�
�
�

奉
仕
す
る
神
人
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
八
月
三
日
の
北

野
祭
の
大
座
神
供
を
供
え
る
費
用
を
調
進
す
る
の
が
そ
の

役
目
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
大
人
に
な
っ
て
も
童
名
を
名

乗
っ
て
い
る
。
大
座
神
人
は
京
都
の
入
り
口
で
七
月
一
日

か
ら
一
寸
ほ
ど
の
切
紙
を
短
冊
と
名
づ
け
て
通
行
人
に
配

り
、
そ
の
交
換
に
通
行
税
と
し
て
北
野
祭
の
大
座
神
供
の

費
用
を
徴
収
し
た
。

　

こ
の
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
七
月
一
一
日
大
座
神
人

福
松
丸
起
請
文
か
ら
は
、
大
座
神
人
が
短
冊
を
配
っ
た
京

都
の
入
り
口
が
、�
粟
田�
口
（
東
海
道
）・
西
七
条
口
（
丹
波

�
�
�

街
道
）・
竹
田
口
（
竹
田
街
道
）・�
法
性
寺�
口
（
伏
見
街

�
�
�
�
�
�

道
）・
東
寺
口
（
西
国
街
道
）
の
五
か
所
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
人
別
一
〇
文
徴
収
し
た
が
、
札
（
過
書
）
を

持
っ
て
い
る
者
、
巡
礼
往
来
の
者
は
免
除
さ
れ
た
。
荷
に

は
一
荷
に
つ
き
二
〇
文
、
牛
馬
に
乗
せ
た
奥
高
荷
に
は
一

駄
に
つ
き
五
〇
文
徴
収
し
た
。
こ
の
文
書
は
北
野
社
の�

�
牛
玉
宝
印�
の
裏
に
書
か
れ
て
提
出
さ
れ
た
。

�
�
�
�
�
�
�

　
　

天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）「
日
々
記
」
松
梅
院
禅

１５

昌
記　

二
月
二
八
〜
二
九
日
条

　

天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
一
月
二
二
日
、�
千
利
休�
の

�������

最
大
の
庇
護
者
で
あ
っ
た�
豊
臣
秀
吉�
の
弟�
秀
長�
が
亡
く
な

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
	

る
と
、
茶
頭
と
し
て
秀
吉
政
権
下
の
重
鎮
に
あ
っ
た
利
休

に
対
す
る
風
向
き
が
悪
く
な
っ
た
。
天
正
一
五
年
（
一
五

八
七
）
一
〇
月
に
は
、
秀
吉
や
利
休
ら
が
亭
主
と
な
っ
て

北
野�
大
茶
湯�
を
行
う
な
ど
、
蜜
月
さ
を
示
し
て
い
た
が
、

�
�
�
�
�
�

利
休
に
反
感
を
抱
く�
石
田
三
成�
ら
が
利
休
の
排
除
を
企
ん

�
�
�
�
�
�
�

だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

天
正
一
九
年
二
月
二
八
日
、
利
休
は
切
腹
を
命
じ
ら
れ

て
い
る
が
、『
北
野
社
家
日
記
』
で
は
利
休
の
こ
と
を

「
ま
い
す
（
売
僧
）」
＝
悪
徳
の
僧
で
あ
っ
た
た
め
成
敗
さ

れ
た
の
だ
と
記
し
て
い
る
。
大
徳
寺�
三
門�
に
は
、
亡
父
五

�
�
�
�

〇
年
忌
の
と
き
大
徳
寺
大
檀
那
と
な
り
三
門
を
改
築
し
た

こ
と
に
よ
り
利
休
の
木
像
が
飾
ら
れ
て
い
た
が
、
頸
を
切

り
、
木
像
と
と
も
に�
聚
楽�
大
橋
（
一
条
戻
り
橋
）
に
さ
ら

�
�
�
�

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
門
を
通
る
際
、
秀
吉
で
あ
れ

天
皇
で
あ
れ
、
頭
を
下
げ
て
く
ぐ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
れ
が
秀
吉
の
忌
諱
に
触
れ
た
と
も
さ
れ
て
い
る
。

　

利
休
が
切
腹
し
た
二
月
二
八
日
は
京
都
で
は
雷
が
鳴

り
、
大
き
な
あ
ら
れ
が
降
っ
た
。
日
記
で
は
「
あ
ら
れ
の

本
こ
れ
ほ
と
也
」
と
し
て
、
直
径
約
一
・
五
セ
ン
チ
の
黒

丸
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
天
変
は
怨
霊
の
出
現
と

結
び
つ
け
ら
れ
、『
南
方
録
』『
絵
本
太
閤
記
』
な
ど
に
利

休
の
怨
霊
が
登
場
し
て
い
る
。

（
山
田　

雄
司
）
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本
史
料
は
一
五�
丁�
（
一
五
紙
）
か
ら
な
り
、
第
一
五
丁
（
縦
二
七
・
〇
×
横
四

���

四
・
三�
）
を
の
ぞ
い
て
各
丁
と
も
ほ
ぼ
縦
二
五
・
五
×
横
四
二
・
五�
の
大
き
さ

に
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
る
。
書
状
に
使
用
さ
れ
た
紙
を
切
り
そ
ろ
え
、
裏
面
に
文
字
を

書
い
て
袋
と
じ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
袋
と
じ
を
開
い
て
裏
う
ち
し
、
右
端

を
つ
づ
っ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
各
丁
に
「
東
京
教
育
大
学
図
書
館
」
の
蔵
書
印
（
朱�

印
）
が
お
さ
れ
、
同
学
の
開
学
時
期
（
一
九
四
九
〜
一
九
七
八
年
）
に
購
入
・
収
蔵
が�

な
さ
れ
た
こ
と
は
わ
か
る
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
あ
き
ら
か
で
な
い
。
本
史
料

は
、
か
つ
て
北
野
神
社
文
書
と
同
一
の
文
書
箱
に
収
納
さ
れ
、「
文
明
年
中
記　

東

寺
拝
堂
故
実
記
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
（
峰
岸
純
夫
「
東
京
教
育
大
学

所
蔵
文
書
・
記
録
」『
歴
史
評
論
』
三
三
三
、
一
九
七
八
年
）。
特
別
展
の
準
備
の
た

め
今
春
か
ら
調
査
を
す
す
め
た
結
果
、
本
史
料
は
「�
東
寺
凡
僧
別
当
引
付�
」
と
よ
ぶ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
下
、
①
東
寺
、
②
凡
僧
別
当
、
③
引
付
に

つ
い
て
簡
略
に
解
説
し
、
最
後
に
本
史
料
の
性
格
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

①
東
寺
（
京
都
市
南
区
九
条
町
）
は
正
し
く
は�
金
光
明
四
天
王
教
王
護
国
寺�
と
称

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
�
�
�


し
、
平
安
京�
遷
都�
後
の
延
暦
一
五
年
（
七
九
六
）、
桓
武
天
皇
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

�
�
�

た
。�
羅
城
門�
の
東
に
置
か
れ
た
た
め
、
通
称
を
東
寺
、
も
し
く
は
左
寺
・
左
大
寺
と

�
�
�
�
�
�

い
う
。
弘
仁
一
四
年
（
八
二
三
）
に
空
海
に
あ
た
え
ら
れ
て
か
ら
は
、
真
言
密
教
の

�
根
本
道
場�
と
し
て
さ
か
え
た
。

���������

　

②
の
凡
僧
別
当
に
つ
い
て
解
説
す
る
前
に
、
東
寺
の
組
織
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お

こ
う
。
ま
ず
、
東
寺
の
長
官
は
「
東
寺�
長
者�
」
と
よ
ば
れ
る
。
東
寺
内
部
の
僧
侶
が

�����

こ
の
地
位
に
つ
く
の
で
は
な
く
、
多
く
は�
醍
醐
寺�
の�
報
恩
院�
・�
三
宝
院�
、�
仁
和
寺�
の

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
	
�


	
�
�
�
	
�
�
	

�

�
菩
提
院�
・�
真
光
院�
な
ど
の�
門
跡�
寺
院
（
皇
子
や
上
級
貴
族
の
子
弟
が
入
る
特
別
な
格

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

	
�


�

の
寺
院
）
の
僧
侶
が
任
じ
ら
れ
た
。
東
寺
長
者
は
そ
の
ま
ま
自
分
の
門
跡
寺
院
に
住

み
、
東
寺
に
居
住
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
長
者
の
も
と
で
、
東
寺
の
実
務
を

担
当
す
る
の
が
凡
僧
別
当
で
あ
る
。
凡
僧
別
当
は
東
寺
の
代
表
者
で
あ
る
と
と
も

�

�

に
、
長
者
の
代
官
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
た
。

　

た
と
え
ば
、
朝
廷
か
ら
東
寺
へ
の
通
達
は
東
寺
長
者
あ
て
に
出
さ
れ
る
が
、
長
者

は
そ
の
内
容
を
か
な
ら
ず
凡
僧
別
当
に
伝
え
る
。
凡
僧
別
当
は
そ
れ
を
受
け
て
、
東

寺
の
僧
侶
た
ち
に
通
達
を
行
な
う
。
凡
僧
別
当
は
長
者
と
寺
僧
と
の
連
絡
調
整
に
あ

た
り
、�
祈
祷�
・�
法
会�
の
執
行
や
人
事
に
つ
い
て
の
文
書
の
作
成
な
ど
を
行
な
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�

　

③
引
付
と
は
、
も
と
も
と
「
手
引
き
」
の
意
味
を
も
つ
史
料
の
こ
と
で
あ
る
。
一

般
に
寺
院
内
部
の
事
務
は
文
書
の
通
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
一
方
で
、
こ
う
し
た

事
務
の
動
き
お
よ
び
結
果
は
公
的
・
私
的
な
日
記
に
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に

事
務
を
行
う
際
に
は
、
そ
の
原
則
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
お
よ
び
前
例
な
ど
が
参
照
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
参
照
事
項
を
集
成
し
た
も
の
が
、
引
付
と
よ
ば
れ

る
史
料
で
あ
る
。
引
付
は
過
去
の
文
書
や
日
記
か
ら
多
く
の
引
用
を
行
な
い
、
の
ち

の
参
考
に
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
引
付
は
、「
文
書
と

記
録
の
中
間
に
位
置
す
る
」
と
い
う
評
価
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
念
頭
に
お
い
た
上
で
、
本
史
料
の
内
容
に
立
ち
入
っ
て
み
よ
う
。
お
も
に

年
代
お
よ
び
執
筆
者
の
特
定
を
行
な
っ
て
み
た
い
。
一
五
丁
は
年
月
日
の
順
に
な
ら

ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
か
な
り
の�
錯
簡�
（
順
序
の
倒
錯
）
が
見
ら
れ
る
。
検
討

�
�
�
�

の
結
果
、
各
々
は
時
期
的
に
大
き
く
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
ら
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
内
訳
は
、
Ａ
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
八
月
の
も
の
（
第
一
五
丁
）、
Ｂ
文

明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
六
月
〜
一
二
月
の
も
の
（
第
一
二
・
第
一
三
・
第
四
・
第

一
〇
・
第
二
・
第
一
四
・
第
三
・
第
一
・
第
五
・
第
一
一
・
第
七
丁
）、
Ｃ
文
明
一

六
年
（
一
四
八
四
）
一
二
月
の
も
の
（
第
六
・
第
八
・
第
九
丁
）
の
三
群
に
な
る
。

（　

）
内
は
、
本
来
の
順
序
と
思
わ
れ
る
も
の
に
な
ら
べ
か
え
て
あ
る
。

　

Ａ
群　

一
丁
の
み
だ
が
、「
東
寺
長
者
」
に
あ
て
た
八
月
一
〇
日
付
の�
綸
旨�
（
天

�
�
�

皇
の
意
を
受
け
て
出
さ
れ
る
文
書
）
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の�
奉
者�
（
天
皇
の
意

�
�
�
�

を
受
け
る
人
）
と
し
て
「�
左
少
弁
俊
顕�
」
の
名
が
見
え
る
。
文
書
の
内
容
は
、
東
寺

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
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１７　第８丁　文明１６年（１４８３）１２月条

１６　第４丁　文明１５年（１４８２）７月条



に
「�
日
形
両
現�����
」

��������

（

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
中
に
太
陽
が
二
つ
見
え
る
こ
と
。「�
暈�
」
と
い
う
現
象
）
の
た

�
�

め
の
祈
祷
を
命
ず
る
も
の
で
あ
る
。「
俊
顕
」
は�
坊
城�
俊
顕
の
こ
と
で
、
彼
が
左
少
弁�

�����

で
あ
っ
た
の
は
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
六
月
二
五
日
か
ら
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）�

三
月
二
八
日
の
期
間
で
あ
る
（『
公
卿
補
任
』）。
こ
の
あ
い
だ
に
「
日
形
両
現
」
と
い

う
天
変
地
異
が
起
こ
り
、
寺
社
に
対
し
て
祈
祷
が
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
長
禄
三
年

（
一
四
五
九
）
八
月
以
外
に
は
な
い
。
祈
祷
を
命
じ
る
綸
旨
は
東
寺
長
者
に
あ
て
ら

れ
、
そ
の
内
容
は
長
者
の�
執
事�
の
文
書
に
よ
っ
て
「
別
当�
大
僧
都�
」
つ
ま
り
凡
僧
別

�
�
�
�

�
�
�
�
	

当
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
文
書
を
受
け
と
っ
た
人
物
が
そ
れ
を
書
き
う
つ
し
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
、
記
録
の
執
筆
者
は
長
禄
三
年
八
月
当
時
の
凡
僧
別
当
に
他
な
ら
な

い
。
以
上
か
ら
、
少
な
く
と
も
Ａ
群
に
つ
い
て
は
、
東
寺
凡
僧
別
当
引
付
の
一
部
と

断
定
で
き
る
。
こ
の
と
き
の
東
寺
長
者
は
真
光
院�
禅
信�
、
凡
僧
別
当
は�
観
智
院
宗
杲�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
	


	

で
あ
る
（「
東
寺
長
者
補
任
」、『
続
々
群
書
類
従
』
二
）。
宗
杲
の
残
し
た
引
付
と
し

て
は
「�
随
心
院�
文
書
」
の
な
か
の
東
寺
別
当
方
雑
記
が
知
ら
れ
る
が
、
長
禄
二
年
正

�
�
�
�
�
�

月
六
日
か
ら
同
年
一
二
月
二
九
日
ま
で
を
記
し
た
一
冊
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
Ａ
群

は
、
そ
れ
に
つ
づ
く
巻
の
う
ち
の
一
丁
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

Ｂ
群　

第
四
丁
（
図
版　

）
に
文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
七
月
一
〇
日
の
文
書

１６

が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
、
朝
廷
か
ら
東
寺
長
者
に
あ
て
た
文
書
、
お
よ
び
長
者
の
執

事
か
ら
別
当
に
あ
て
た
文
書
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｂ
群
は
文
明
一
五
年
当

時
の
凡
僧
別
当
引
付
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
と
き
の
東
寺
長
者
は
真
光
院�
守
鑁�
、
凡

�
�
�
�

僧
別
当
は�
宝
輪
院
宗
承�
で
あ
る
（「
東
寺
長
者
補
任
」）。�
紙
背�
（
裏
面
）
の
書
状
の
宛

������������

�
	
�

名
に
は
、「�
三
位
殿�
」（
第
一
二
丁
）、「�
三
位
律
師
御
坊�
」（
第
一
〇
丁
）
と
見
え
る
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
	


�
�

執
筆
者
は
、
自
身
に
届
い
た
書
状
の
裏
を
記
録
用
紙
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
本
文
に
引
用
さ
れ
た
書
状
の
宛
名
に
は
「
宝
輪
院
御
坊
」（
第
一
丁
）
と
見

え
る
。
こ
の
時
期
に
「
宝
輪
院
」
の
「
三
位
律
師
」
と
よ
ば
れ
た
の
は
、
宗
承
し
か

考
え
ら
れ
な
い
。
Ｂ
群
は
、
宝
輪
院
宗
承
の
手
に
よ
る
凡
僧
別
当
引
付
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。

　

Ｃ
群　

第
八
丁
（
図
版　

）
に
は
、「�
今
度�
（
近
日
）」
の
こ
と
と
し
て
「
文
明
十

�
�
�
�

１７

六�
甲
辰�
十
二
月
中
」
と
記
し
た
部
分
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
文
明
一
六
年
一
二
月
の

�����

も
の
と
断
じ
て
よ
い
。
実
は
前
年
の
一
二
月
に
東
寺
長
者
で
あ
る
真
光
院
守
鑁
が
死

去
し
て
お
り
、
そ
れ
以
後
の
東
寺
は
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
一
〇
月
ま
で
長
者
・

凡
僧
別
当
と
も
に
不
在
と
な
っ
て
い
た
（
守
鑁
が
死
去
し
た
こ
と
は
第
一
一
丁
に
記

さ
れ
て
い
る
）。
し
か
し
、
Ｃ
群
の
筆
跡
は
Ｂ
群
と
見
わ
け
が
た
く
、
紙
の�
法
量�
（
大�

�����

き
さ
）
も
一
致
す
る
た
め
、
こ
の
時
期
に
宝
輪
院
宗
承
が
引
付
を
記
し
つ
づ
け
た
可

能
性
は
高
い
。

　

各
群
で
話
題
と
な
る
記
事
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
Ａ
群
で
は
、
長
禄
三
年

（
一
四
五
九
）
六
月
・
七
月
に
太
陽
が
二
つ
見
え
た
現
象
に
つ
い
て
、
朝
廷
が
東
寺
に

祈
祷
を
命
じ
て
い
る
。
Ｂ
群
で
は
、
凡
僧
別
当
に
着
任
し
た
ば
か
り
の
宗
承
が
東
寺

の
「�
拝
堂�
」
と
い
う
行
事
（
一
種
の
通
過
儀
礼
）
を
体
験
し
た
こ
と
、
朝
廷
に
よ
る

�
�
�
�

「�
舎
利
奉
請�
」
と
い
う
行
事
が
東
寺
長
者
の
「�
不
例�
（
病
気
）」
に
よ
り
進
行
し
な
い

�
�
�
�
�
�
�
�

�
	



こ
と
、
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
群
で
は
特
に
、
東
寺
の
僧
侶
が
「
拝
堂
」
と
い

う
行
事
を
ど
の
よ
う
な
手
順
で
す
ま
せ
た
か
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
史
料
は
、
室
町

後
期
の
東
寺
と
そ
の
組
織
を
語
る
貴
重
な
史
料
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
苅
米　

一
志
）

―�２４�―



　

本
学
に
伝
来
す
る
北
野
神
社
文
書
の
大
半
は
、
か
つ
て

北
野
神
社
の
三�
祠
官�
家
（
社
家
）
の
一
つ
で�
神
事
奉
行�
を

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
	

務
め
た�
松
梅
院�
（
神
仏
分
離
以
降
は
還
俗
し
て�
吉
見�
家
）

��������

�
�
	

が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
二
〇
年
代
の
は
じ

め
東
京
文
理
科
大
学
国
史
学
研
究
室
の
教
官
ら
が
発
見

し
、
購
入
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。
文
書
に
は
「
東

京
文
理
科
大
学
附
属
図
書
館
印
」
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
、

「
東
京
文
理
科
大
学
国
史
学
研
究
室
」
の
図
書
ラ
ベ
ル
が

添
付
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
に
東
京
教
育
大
学
附
属
図
書

館
・
文
学
部
日
本
史
教
室
な
ど
の
蔵
書
印
の
あ
る
も
の
も

あ
る
。
格
好
の
教
材
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
、
教
官

や
上
級
生
の
指
導
を
う
け
な
が
ら
難
読
文
字
と
格
闘
し
た

こ
と
や
、
原
文
書
に
じ
か
に
触
れ
る
喜
び
を
感
じ
た
こ
と

を
思
い
出
と
す
る
卒
業
生
も
少
な
く
な
い
。

　

別
項
で
紹
介
さ
れ
た
北
野
社
家
日
記
は
、
発
見
時
に

「�
蔵
人
所�
」
と
蓋
に
記
さ
れ
た
黒
塗
り
の
文
書
箱
（
図
版

�������

　

）
に
入
っ
て
い
た
と
い
う
（
峰
岸
純
夫
「
東
京
教
育
大

１８学
所
蔵
文
書
・
記
録
」『
歴
史
評
論
』
三
三
三
、
一
九
七
八

年
）。
そ
の
蓋
の
裏
面
に
は
「�
享
保
七�
年
正
月
廿
六
日
令

�
�
�
�
�
�

官
工
造
之
」
と
あ
る
。

　

北
野
社
家
日
記
に
は
、
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
が
撮
影
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が

あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
当
時
、
大
部
分
は
綴
じ
紐
が
な
い

状
態
で
あ
る
。
現
状
で
も
、
本
来
の
一
冊
本
が
分
冊
さ
れ

た
も
の
、
錯
簡
（
乱
丁
）
の
あ
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
そ
の
も
の
が
本
文
書
の
歩
ん
で
き

た
受
難
の
道
の
り
を
物
語
っ
て
い
る
。
購
入
以
降
、
整

理
・
補
修
と
研
究
を
進
め
ら
れ
、
ま
た
本
学
へ
の
移
管
に

尽
力
さ
れ
た
津
田
秀
夫
、
峰
岸
純
夫
、
高
木
三
男
、
田
沼

睦
の
各
氏
を
は
じ
め
、
本
学
お
よ
び
前
身
校
の
関
係
者
の

多
分
の
御
労
苦
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
文
書
群
に
は
そ
れ
以
前
、
江
戸
時
代
よ

り
数
度
の
整
理
・
補
修
を
う
け
た
形
跡
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
田
沼
睦
校
訂
『
北
野
神
社
文
書
』（
続
群
書

類
従
完
成
会
、
一
九
九
七
年
）
で
紹
介
さ
れ
た
状
物
の
一

部
に
も
、「�
慶
長�
十
八
迄
二
百
廿
七
年
か
」（�
至
徳�
三
年

������

�
�
	

正
月
二
八
日
「
足
利
義
満
袖
判
御
教
書
」）
や
「�
文
亀�
二

�
�
�

年
〈�
享
保�
十
四
年
迄
二
百
二
十
八
年
〉」（
文
亀
二
年
一

�����

二
月
一
三
日
「
足
利
義
澄
御
判
御
教
書
」）
の
よ
う
に
、

そ
の
整
理
時
期
を
示
す
付
箋
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

北
野
社
家
日
記
に
つ
い
て
は
、
竹
内
秀
雄
校
訂
『
北
野

社
家
日
記　

六
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
三
年
）
の�

解
題
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、�
寛
文�
一
二
年
（
一
六
七
二
）�

�
�
�
�

松
梅
院�
尚
禅�
の
代
に
目
録
で
あ
る
「
記
録
考
覚
」（
図
版

�����

　

）
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
一
部
本
学
現
蔵

１９分
も
含
む
日
記
三
八
冊
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
学
所
蔵
の
書
状
の
な
か
に
は
、
こ
の
と
き
社
家
日
記

本
体
の
包
紙
と
し
て
転
用
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば

年
未
詳
二
月
二
六
日
「
久
留
正
英
書
状
」
の
裏
に
は
次
の

書
き
入
れ
が
あ
り
、
尚
禅
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
、
現
状

で
は
五
冊
あ
る
松
梅
院�
禅
予�

�
�
�

筆
の�
延
徳�
二
年
（
一
四
八
九
）�

�
�
�
�

「
引
付
」
の
い
ず
れ
か
の
包
紙
（「
記
録
考
覚
」
第
六
項
に

相
当
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図
版　

）。
２０

　
　

延
徳
二
年　

禅
予
記

　
　
　

寛
文
十
二
年
迄

―�２５�―

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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１８ 享保７年（１７２２）　正月「蔵人
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百
八
十
四
年
ニ
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
禅
考
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「�
禅

����

覚
再
見
也
」

�
�
�
�

　

同
様
の
書
状
の
な
か
に
翌
寛
文
一
三
年
の
年
紀
の
あ
る

も
の
も
あ
り
、
尚
禅
に
よ
る
整
理
は
翌
年
も
続
け
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
包
紙
に
は
日
記
中
の
神
事
や

出
入
な
ど
の
記
事
に
つ
い
て
注
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、

先
例
を
調
べ
る
手
引
き
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
寛
文
七
〜
九
年
に
行
わ
れ
た
徳
川
幕
府

作
事
方
に
よ
る
社
殿
修
復
で
は
新
儀
が
取
り
入
れ
ら
れ

た
。
そ
の
判
断
が
下
さ
れ
た
際
、
北
野
社
一
社
側
で
は
た

び
た
び
先
例
と
対
比
し
た
。
修
復
を
終
え
て
正
遷
宮
を
執

行
し
よ
う
と
す
る
矢
先
の
寛
文
八
年
一
一
月
九
日
に
は
松

梅
院�
禅
珎�
が
急
死
し
、
そ
の
跡
を
継
い
だ
の
が
児
千
丸
こ

�
�
�
�

と
尚
禅
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
時
期
に
先
例
を
引
き
出
す

拠
り
所
と
し
て
社
家
日
記
が
注
目
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
。

そ
の
後�
元
禄�
一
三
〜
一
四
年
（
一
七
〇
〇
〜
〇
一
）
の
修

�
�
�
�

復
時
に
も
、
松
梅
院�
禅
覚�
が
こ
れ
ら
の
日
記
を
「
再
見
」

�
�
�
�

し
た
こ
と
は
、
先
の
包
紙
に
記
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。

　

社
家
日
記
に
は
ほ
か
に
も
整
理
・
補
修
の
跡
が
あ
る
。

柿
渋
で
染
色
さ
れ
た
表
紙
を
補
わ
れ
、
各
丁
の
端
に
漢
数

字
で
丁
数
を
書
き
入
れ
た
日
記
で
あ
る
。
そ
の
一
冊
、
延

徳
二
年
一
一
月
「
引
付
」（
図
版　

）
の
場
合
、「
光
子
補

２１

之
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
装
幀
が
明
治
期
の
吉
見
家
当
主

光
子
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

松
梅
院
旧
蔵
の
文
書
・
引
付
は
、
北
野
天
満
宮
や
京
都

大
学
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
明
治
大
学
刑
事
博
物

館
、
天
理
図
書
館
な
ど
に
も
現
存
す
る
。
本
学
で
も
近
年

発
見
さ
れ
た
「
北
野
天
満
宮
領
丹
波
国
船
井
荘
相
伝
文

書
」
を
新
た
に
購
入
し
て
い
る
。
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な

い
全
体
像
の
把
握
が
進
め
ば
、
本
学
所
蔵
文
書
の
い
っ
そ

う
の
重
要
性
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

〔
記
録
考
覚
（
図
版　

）
翻
刻
〕

１９

　
　
　

記
録
考
覚

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

一　

康
正
三
年�

禅
親
ノ
代　

一
冊

�
�
�
�
�
�
�

一　

嘉
吉
元
年
記�

一
冊　

禅
融

�
�
�
�
�
�

一　

同
三
年�

一
冊　

同

�
�
�
�
�
�
�

一　

文
明
十
一�

一
冊　

禅
椿

�
�
�
�
�

一　

長
享
三
年�

二
冊　

禅
予

�
�
�
�
�

一　

延
徳
二
年�

一　
　

同

�
�
�
�

一　

長
享
元
年�

一　
　

同

�
�
�
�

一　

延
徳
四�

二　
　

同

�
�
�
�

一　

文
禄
三�

一　
　

禅
興

�
�
�
�
�
�
�
�
�

一　

長
享
二�

二　
　

禅
予

�
�
�
�

一　

延
徳
三�

三　
　

同

�
�
�

一　

明
応
二�

二　
　

同

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

一　

文
正
元�

一　
　

同

�
�
�

一　

天
文
五�

一　
　

盛
輪
院
禅
秀
記

�
�
�
�
�
�

一　

宝
徳
元�

一　
　

松
善
院
記
か
、
禅
親
代
か

�
�
�
�

一　

明
応
元�

一　
　

禅
予

�
�
�
�

一　

大
永
六
・
天
文
元
共�
三　
　

禅
光

�
�
�
�
�

一　

応
永
五�

一　
　

禅
尋

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

一　

御
簾
記�

一

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

一　

明
応
・
文
亀�

一　
　

禅
慶

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



一　

享
徳
四
年�

一　
　

禅
親

�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�

一　

弘
治
・
天
正�

三　
　

禅
興

�
�
�
�

一　

永
禄
五�

一　
　

同

�
�
�
�
�

一　

永
正
十
五�

一　
　

禅
光

�
�
�
�

一　

永
正
九�

一　
　

密
乗
院
禅
勝
代

�
�
�
�

一　

文
亀
二�

一　
　

禅
光

�
�
�
�

一　

明
応
八�

一　
　

禅
光
・
梅
寿
丸
代
官
記

�
�
�
�

一　

明
応
九�

一　
　

同
代
、
永
琳
院
禅
慶
之
記
か

（
山
澤　
　

学
）

―�２６�―

２０　松梅院尚禅による延徳２年（１４８９）引付包紙　３１．１×４２．４��

２１ 吉見光子による延徳２年（１４８９）

１１月引付表紙　冊子２６．４×２２．４��



北
野
神
社
の
建
築
と
遷
宮

　

北
野
神
社
の
社
殿
は
、�
慶
長�
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
豊
臣
秀
吉
の
子�
秀
頼�
が
檀

������

�
�
	



那
、�
片
桐
且
元�
が
普
請
奉
行
と
な
っ
て�
造
替�
（
建
て
替
え
）
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

	


�
�

こ
れ
に
先
立
つ
「
北
野
社
家
日
記
」
慶
長
三
年
一
二
月
五
日
条
で
は
「
天
神
八
ツ
む

ね
ノ
儀
申
出
候
へ�
ハ
紀
州
御�
造
宮
候
ハ
ん
と
被
仰
也
」
と
、
そ
の
本
社
の
構
造
を

�
�
�
�
�
�

�
八
棟
造�
と
称
し
て
い
る
。
そ
の
名
の
と
お
り
屋
根
の
外
見
は
複
雑
で
、�
入
母
屋
造�
の

��������

	
�


�
�
�
�

本
殿
と
拝
殿
の
間
を
石
の
間
で
結
ぶ
構
造
＝�
権
現
造�
に
な
っ
て
い
る
。
一
六
世
紀

�������

以
前
に
は
北
野
神
社
固
有
の
社
殿
構
造
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
修
復
・
造
替
の
作
事
に
際
し
て
は
、
本
殿
に
祀
ら
れ
る
御
神
体
が
仮
殿

に�
遷�
さ
れ
（�
仮
遷
宮�
、
ま
た
は�
外
遷
宮�
）、
社
殿
が
成
る
と
ま
た
戻
さ
れ
て
祀
ら
れ

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

	
�
�
�
�

た
（�
正
遷
宮�
）。
慶
長
一
二
年
の
正
遷
宮
は
一
二
月
一
三
日
、
別
当�
曼
殊
院
宮��

��������

���	
���

（�
竹
内
門
跡�
）�
良
恕
法

��������	������
�
�
�
�
�

親
王
を
は
じ
め�
上
卿
坊
城
盛
長�
な
ど
朝
臣
ら
が
出
仕
し
て
執

�����������	
�

行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
参
詣
し
た
唯
一
神
道
（
吉
田
神
道
）
の
権
威
、�
神
竜
院
梵
舜�
は
、�

������������

「
作
法
以
下
神
道
ニ
相
違
ト
云
也
」（『
舜
旧
記
』）
と
そ
の
神
事
の
特
異
さ
を
書
き
残

し
て
い
る
。
作
事
や
遷
宮
の
神
事
・
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
通
常
の
日
記
と
は
別
に

引
付
が
作
成
さ
れ
、
権
現
造
建
築
を
支
え
る
先
例
の
手
引
き
と
さ
れ
て
き
た
。
本
学

所
蔵
の
な
か
で
は
、
表
紙
に�
応
仁�
三
年
（
一
四
六
八
）
の
年
紀
を
表
紙
に
載
せ
る
も

�
�
�
�

の
（
図
版　

）
を
最
古
と
す
る
。

２２

　

中
世
の
京
都
で
は
大
寺
社
が
独
自
に
職
人
を
か
か
え
、
一
四
〜
一
五
世
紀
以
降
そ

の
「�
職�
」
を
補
任
し
て
保
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
殿
・
堂
宇
や
神
宝
の
維
持
に
努

�
�

め
た
。
北
野
天
満
宮
で
も
、
一
五
世
紀
半
ば
か
ら
大
工
（
番
匠
大
工
）・�
檜
皮�
大
工
・

�
�
�

鍛
冶
大
工
・
畳
大
工
・
大
鋸
・�
鋳
物
師�
な
ど
の
職
を
も
つ
特
権
的
な
職
人
が
確
認
で

�
�
�

き
る
。
こ
の
う
ち
大
工
職
の�
弁
慶�
家
は
、�
延
徳�
元
年
（
一
四
八
〇
）
以
前
よ
り
「
公

�
�
�
�
�

�
�
�
�

方
様
御
大
工
」（
足
利
将
軍
家
大
工
職
）
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。�
永
正�
一
五
年
（
一

�����

五
一
八
）
お
よ
び
永
正
一
八
年
の
「
引
付
」
の
正
月
四
日
条
に
み
え
る
諸
職
人
の
礼

式
で
は
、
大
工
の
「
弁
慶
父
子
」
や�
錺
師�
の
「
た
い
あ
ミ
」（
体
阿
弥
）
が
列
座
し
た

�
�
�
�

こ
と
を
確
認
で
き
る
。
彼
ら
こ
そ
が
権
現
造
建
築
の
担
い
手
で
あ
り
、
技
術
者
で

あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
特
権
的
な
職
人
は
寺
社
の
運
営
上
し
だ
い
に
弊
害
と
な
り
、「�
縁�
次

�
�

第
」
＝
自
由
な
任
用
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
豊
臣
政
権
下
の

�
天
正�
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
九
月
、
五
奉
行
の
一
人
で
あ
る�
前
田
玄
以�
は
職
人
の
特

������

�
�
	


�
�

権
的
な
得
意
先
で
あ
る
「
大
工
所
」
の
撤
廃
を
命
じ
た
（
図
版　

）。
近
世
の
開
幕
に

２３

あ
た
っ
て
、
職
人
は
統
一
政
権
の
も
と
で
特
権
を
否
定
さ
れ
た
。

　

し
か
し
一
方
で
は
、
職
人
は
大
寺
社
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
京
・
畿
内
の
職
人
は
各
地
へ
移
動
し
、
そ
の
結
果
、
北
野
神
社
固
有
で

あ
っ
た
は
ず
の
権
現
造
の
建
築
構
造
や
京
都
周
辺
の
伝
統
的
な
技
術
も
各
地
へ
伝
播

し
た
。
豊
臣
秀
吉
を
祀
る�
豊
国
社�
（
豊
国
神
社
。
慶
長
四
年
）
や�
伊
達��
政
宗�
が
造
営

�
�
�
�
�
�
�

�
	
�
�
�


し
た
仙
台�
大
崎�
八
幡
宮
（
慶
長
一
二
年
）、
そ
し
て
徳
川
家
康
を
祀
る
日
光
東
照
社

�
�
�
�

（
東
照
宮
。�
元
和�
三
年
、
一
六
一
七
）
が
誕
生
し
た
。
構
造
の
名
も
、
家
康
の
神
号
東

�
�
�

照
大
権
現
に
ち
な
ん
で
権
現
造
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

慶
長
の
北
野
神
社
造
替
で
も
、
豊
臣
家
の
御
用
を
務
め
る
御
大
工�
森
田
和
泉
守
重
次��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

が
施
工
し
、
ま
た
徳
川
家
の
御
大
工
（
大
工
頭
）
と
な
っ
て
天
下
人
の
城
郭
や
日
光

東
照
宮
の
建
築
に
あ
た
っ
た�
中
井
藤
右
衛
門
尉
正
清�
も
参
与
し
た
。
片
桐
且
元
の
男

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�

子�
貞
隆�
が
正
遷
宮
の
一
〇
日
前
に
社
家
松
梅
院�
禅
昌�
に
宛
て
て
差
し
出
し
た
書
状

�
�
�
�
�

���	


（
図
版　

）
で
は
、�
棟
札�
の
裏
面
に
森
田
和
泉
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
施
工
で
は
実

�
�
�
�

２４

質
的
に
は
力
を
失
っ
て
い
た
「
前
々
よ
り
之
御
大
工
」
を
も
載
せ
る
よ
う
命
じ
て
い

る
。
実
際
に
本
社
・
摂
社
の
棟
札
に
は
「
当
社
御
大
工　
�
岩
倉
五
郎
左
右
衛
門�
」
の

��
��
��
��
��
��
��
	

名
が
記
さ
れ
た
（
京
都
国
立
博
物
館
編
・
発
行
『
京
都
社
寺
調
査
報
告
』
一
九
、
一

九
九
八
年
。
同
『
北
野
天
満
宮
神
宝
展
』
二
〇
〇
一
年
）。
新
た
な
社
会
が
到
来
し
て

―�２７�―

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
��
�
��
�
�
�
�
�
�
�
	
��



も
、「
社
法
」
＝
先
例
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

寛
文
の
新
儀

　
�
享
保�
二
〇
年
（
一
七
三
六
）
三
月
、
曼
殊
院
宮
か
ら
仮
遷
宮
の
次
第
書
や
祠
官
中

�����

の
書
付
に
つ
い
て
下
問
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
松
梅
院
は
「�
寛
文�
年
中
法
印

�
�
�
�

�
禅
珎�
差

�
�
�
�
�

上
候
ニ
替
候
義
も
無
之
、
先�
禅
覚�
も
右
之
式
を
以
執
行
申
候
」
と
、
寛
文
七
年
（
一

�
�
�
�
�

六
六
七
）
の
例
に
替
え
る
必
要
は
な
く
、�
元
禄�
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
の
仮
遷
宮
で

�
�
�
�

も
同
様
の
式
を
行
っ
た
と
答
え
た
。
以
後
、�
明
和�
五
〜
七
年
（
一
七
六
八
〜
七
〇
）、

�
�
�

�
文
化�
四
〜
九
年
（
一
八
〇
七
〜
一
二
）、�
嘉
永�
五
年
（
一
八
五
二
）
ご
ろ
の
修
復
で
も

�
�
�
�

�
�
�

先
例
と
さ
れ
た
の
は
寛
文
の
修
復
の
規
式
で
あ
っ
た
。

　

寛
文
の
修
復
は
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
の
大
地
震
を
機
に
、
幕
府
に
対
し
て

修
復
を
働
き
か
け
た
結
果
、
幕
府
作
事
方
御
大
工
の
鈴
木
長
頼
と
作
事
奉
行
の
山
城

園
部
藩
主�
小
出
英
知�
の
指
揮
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
藤
井
譲
治

�
�
�
�
�
�
�

「
北
野
天
満
宮
の
歴
史
」（
前
掲
『
北
野
天
満
宮
神
宝
展
』）
に
よ
れ
ば
、
境
内
の
末
社

に
つ
い
て
、
こ
の
と
き
社
家
松
梅
院�
禅
珎�
と
そ
の
下
に
あ
る�
宮
仕�
が
「
社
中
社
外
ノ

�
�
�
�
�

�
�
�

別
ナ
ク
次
第
混
乱
之
儀
神
慮
量
り
が
た
し
」
と
反
対
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
屋

造
に
改
め
ら
れ
た
。
従
来
と
異
な
っ
た
社
殿
建
築
の
構
造
が
新
儀
と
し
て
出
現
し
た

の
で
あ
る
。

　

建
築
に
従
事
す
る
職
人
の
登
用
方
法
に
つ
い
て
も
変
化
が
み
ら
れ
た
。
統
一
政
権

期
か
ら
み
ら
れ
る
、
入
札
に
よ
る
職
人
の
登
用
が
大
規
模
に
導
入
さ
れ
た
の
で
あ

る
。「
寛
文
九
年
遷
宮
記
」（『
北
野
天
満
宮
史
料　

遷
宮
記
録
一
』）
寛
文
八
年
九
月

二
〇
日
条
に
は
、
御
神
宝
の
修
復
・
新
調
の
た
め
の
入
札
に
つ
い
て
記
録
さ
れ
て
い

る
。
入
札
は
江
戸
で
実
施
さ
れ
、
老
中
の
吟
味
を
経
て
「
下
直
」（
安
価
）
な
金
額
を

記
し
た
札
を
投
じ
た
者
に
落
札
さ
れ
た
。
落
札
し
た
の
は
、
僧
侶
の
衣
服
・
座
具
や

天
蓋
・
幢
幟
な
ど
を
商
う
京
都
三
条
通�
り
衣
の�

�
�
�

�
棚�
に
住
む
新
興
商
人
ち
き
り
屋
五
郎

�
�

兵
衛
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
落
札
高
銀
九
貫
七
〇
〇
目
を
基
準
に
し
て
、
金
物
は
油
小
路
上
長
者
町
下
ル

の
錺
屋
泰
阿
弥
（
体
阿
弥
）、
塗
物
は
油
小
路
二
条
下
ル
町
の
円
阿
弥
又
五
郎
が
請

け
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
御
簾
に
つ
い
て
は
烏
丸
竹
屋
町
下
ル
町
の
徳
助
と
富

小
路
夷
川
上
ル
町
の
谷
口
和
泉
と
が
半
分
ず
つ
請
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
職

人
は
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）『
京
羽
二
重
』、
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）『
日
本
国

花
万
葉
記
』
な
ど
の
案
内
記
に
も
み
え
る
京
都
の
有
力
職
人
で
あ
る
。
体
阿
弥
と
円

阿
弥
は
、
日
光
東
照
宮
を
は
じ
め
徳
川
家
霊
廟
の
錺
師
・
塗
師
と
し
て
も
名
を
残
す

職
人
で
あ
る
。
体
阿
弥
は
、
先
述
し
た
一
六
世
紀
以
来
の
系
譜
を
有
す
る
職
人
で
あ

る
。
技
術
に
信
頼
性
の
あ
る
伝
統
的
な
技
術
者
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
に
御
神
宝
を
預
か
っ
た
際
の
帳
簿
（
図
版　

）
に
は
、
衣
屋
で
あ
る
ち

２５

き
り
屋
は
狛
犬
、
御
正
体
本
尊
、
灯
明
台
、
仏
具
前
錺
、
花
瓶
、
油
柄
杓
、
夏
堂
十

一
面
観
音
数
珠
、
御
簾
、
本
尊
・
大
日
・
普
賢
の
後
光
（
光
背
か
）、
鏡
九
二
面
を
、

円
阿
弥
は
本
社
・
神
楽
所
・
朝
日
寺
な
ど
諸
堂
社
の
道
具
で
あ
る
鞍
掛
、
椅
子
・
御

前
棚
、
立
て
障
子
、
舎
利
塔
台
、
法
花
堂
護
摩
壇
、
閼
伽
水
落
、
磬
台
、
高
机
、
前
机
、�

脇
机
、
経
机
、
礼
盤
、
柄
香
炉
、
高
杯
、
二
月
御
鉢
神
供
台
、
長
櫃
、
四
方
、
木
高

灯
台
、
高
香
炉
台
、
御
供
器
、
太
鞁
、
大
床
宝
印
朱
鉢
、
不
断
香
盤
、
夏
堂
十
一
面

観
音
厨
子
、
大
般
若
経
・
法
華
経
箱
な
ど
の
修
理
・
新
調
を
請
け
負
っ
た
こ
と
が
み

え
る
。
い
ず
れ
も
多
角
的
な
経
営
を
行
っ
て
い
た
職
人
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

し
か
し
、
新
興
職
人
ち
き
り
屋
五
郎
兵
衛
の
納
品
に
つ
い
て
は
問
題
が
発
生
し

た
。
正
遷
宮
の
際
に
宮
仕
が
着
用
す
る
鈍
色
袴
が
「
麁
相
ナ
ル
物
」
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
宮
仕
は
こ
れ
を
着
用
す
る
こ
と
は
屈
辱
で
あ
り
、
ち
き
り
屋
の
投
機
的
な
商
売

を
「
邪
欲
」
と
称
し
て
訴
え
た
。
一
方
の
ち
き
り
屋
は
、
入
札
の
結
果
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
同
様
の
こ
と
は
日
光
山
の
法
事
の
例
に
も
あ
り
、
そ
の
門
主
で
さ
え
「
堪

忍
」
し
た
話
を
持
ち
出
し
て
、
さ
ら
に
は
宮
仕
こ
そ
言
い
が
か
り
を
つ
け
遷
宮
を
遅

ら
せ
て
い
る
と
の
京
都
市
中
で
の
噂
を
あ
げ
連
ね
、
自
ら
の
正
当
性
を
主
張
し
た
。

結
果
的
に
は
宮
仕
側
の
言
い
分
が
通
り
、「
仕
替
」（
作
り
直
し
）
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
世
に
な
っ
て
か
ら
の
新
し
い
社
会
の
し
く
み
は
、
多
く
の
社
法

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
き
た
北
野
神
社
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
以
後
、
北

野
神
社
の
修
復
で
は
、
寛
文
の
遷
宮
記
録
が
一
つ
の
規
範
と
さ
れ
た
。
古
来
の
権
現

造
建
築
は
、
新
た
な
し
く
み
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ

以
後
も
遷
宮
の
た
び
ご
と
に
建
築
を
支
え
る
し
く
み
を
記
録
す
る
遷
宮
記
録
が
編
ま

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
山
澤　
　

学
）

―�２８�―
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２３　天正１８年（１５９０）９月１０日　前田玄以書状　折紙２９．３×４４．６��

２４　慶長１２年（１６０７）１２月３日　片桐貞隆書状　折紙３６．１×５３．８��

２２ 応仁３年（１４６８）　遷宮

冊子２６．２×２１．４��２５　寛文度遷宮の文書・記録群



　

本
史
料
は
、�
香
取
神
宮�
（
千
葉
県
佐
原
市
）
の�
大
宮
司
家�
に
伝
来
し
、
本
来
は

�
�
�
�
�
�
�
�

	


�
�
�
�

「
香
取
大
宮
司
家�
文
書�
」
の
一
部
を
な
す
史
料
で
あ
っ
た
（
大
宮
司
は
神
官
の
一

�
�
�
�

種
）。
江
戸
時
代
末
期
に
は
大
宮
司
家
が
所
蔵
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
そ

れ
以
降
に
流
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
の
ち
東
京
文
理
科
大
学
国
史
学
研
究
室

お
よ
び
東
京
教
育
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
収
蔵

に
い
た
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
（
高
村
隆
「
東
京
教
育
大
学
所
蔵
『
香
取
文
書
』」

『
千
葉
県
の
歴
史
』
一
四
、
一
九
七
七
年
）。
現
状
は�
巻
子
本�
一
巻
に
成
巻
さ
れ
、
表

�
�
�
�
�

紙
に�
直��
書�
き
の�
外��
題�
で
「
香
取
文
書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

�
�
��
�

�
��
�

　
「
香
取
文
書
」
は
東
国
で
も
有
数
の
中
世
古
文
書
群
で
あ
り
、
近
世
か
ら
多
く
の

注
目
を
集
め
て
き
た
。
江
戸
時
代
前
期
、
水
戸
藩
主
・
徳
川�
光
圀�
に
よ
っ
て
一
部
が

�
�
�
�

採
訪
さ
れ
、
さ
ら
に
常
陸
国
土
浦
の
国
学
者
・�
色
川
三
中�
に
よ
っ
て
本
格
的
な
調
査

�
�
�
�
�
�
�

が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
成
果
は
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
か
ら
同
四
一
年
に
か
け

て
、
香
取
神
宮
の�
禰
宜�
で
あ
っ
た
伊
藤
泰
蔵
を
中
心
に
『
香
取
文
書�
纂�
』
一
六
冊
と

�
�
�

�
�

し
て�
翻
刻�
・
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
香
取
文
書
」
の
全
容
は
現
在
、『
千
葉
県
史

�
�
�
�

料　

中
世
篇　

香
取
文
書
』（
一
九
五
七
年
刊
）
お
よ
び
『
千
葉
県
の
歴
史　

中
世

資
料
（
県
内
文
書
１
）』（
一
九
九
七
年
刊
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
本
神
話
に
よ
る
と
、
香
取
神
宮
の
祭
神
で
あ
る�
経
津
主
神�
は
、�
天
孫
降
臨�
に
先

�
�
�
�
�
�
�
�

	


�


�

�



だ
っ
て
鹿
島
神
宮
の
祭
神
・�
武
甕
槌
神�
と
と
も
に
国
土
を
平
定
し
た
と
い
う
。
そ
の

���������

た
め
香
取
神
宮
は
、
鹿
島
と
な
ら
び
武
徳
に
よ
っ
て
国
家
を
鎮
護
す
る
神
と
し
て
あ

が
め
ら
れ
た
。
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
奈
良
の
春
日
社
は
、
香
取
・
鹿
島
の
神
を�

�
勧
請
し�

�
�
�
�
�

た
も
の
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
香
取
神
宮
は
藤
原�
摂
関
家�
と
の
結
び
つ
き

�
�
�
�
�

を
強
め
、�
大
宮
司
職�
・�
大
禰
宜
職�
（
い
ず
れ
も
神
官
の
一
種
）
は
摂
関
家
の
意
を
受

�
�
�
�
�
�
�
�
	
	


�
�
�

け
て
、�
太
政
官�
が
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
大
宮
司
の
職

�
�
�
�
�
�

を
め
ぐ
っ
て
香
取
の�
大
中
臣�
氏
と
鹿
島
神
宮
の
神
官
で
あ
る�
中
臣�
氏
の
あ
い
だ
で
抗

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

争
が
展
開
さ
れ
る
。
最
終
的
に
は
寛
喜
年
間
（
一
二
二
九
〜
三
二
）
ご
ろ
に
大
中
臣

氏
が
勝
利
す
る
が
、
そ
の
後
は
大
中
臣
氏
の
内
部
で
大
宮
司
・
大
禰
宜
職
や
領
地
を

め
ぐ
り
激
し
い
抗
争
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
過
程
で
、
近
隣
の
地
頭
で
あ
っ
た
千
葉

氏
の
一
族
・�
国
分�
氏
の
介
入
を
ま
ね
く
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
史
料
も
、

�
�
�

ほ
ぼ
国
分
氏
と
の
関
連
で
作
成
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。

　

八
通
の
文
書
の
内
訳
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

１　

建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
一
一
月
日　

大
中
臣
実
材
（
カ
）
言
上
状
土
代
（
前

欠
）　

縦
三
四
・
〇
×
横
七
三
・
〇�

２　

貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
三
月
二
二
日　

円
城
寺
氏
政
奉
書
写　

縦
三
〇
・
八

×
横
三
六
・
〇�

３　

文
明
一
一
年
（
一
四
七
九
）
二
月
一
日　

某
胤
隆
書
下
写　

縦
二
七
・
〇
×
横

三
四
・
六�

４　

永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
八
月
一
一
日　

平
（
国
分
）
胤
景
敬
白
文
写　

縦
三

一
・
〇
×
横
四
二
・
八�
（
図
版　

）
２６

５　

永
正
一
五
年
（
一
五
一
八
）
九
月
二
一
日　

平
（
国
分
）
胤
景
・
朝
胤
連
署
敬

白
文
写　

縦
三
〇
・
六
×
横
四
〇
・
〇�
（
図
版　

）
２７

６　

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
極
月
吉
日　

神
宮
寺
證
鑁
書
状
写　

縦
三
〇
・
八
×

横
四
八
・
〇�

７　

年
未
詳
卯
月
七
日　

某
書
状　

縦
二
七
・
四
×
横
三
八
・
一�

８　

年
未
詳
六
月
一
八
日　

前
駿
河
守
胤
泰
（
カ
）
書
状
写　

縦
二
三
・
四
×
横
四

二
・
二�

　

右
の
２
〜
５
の
文
書
に
見
え
る
「
相
根
郷
」「
青
根
村
」「
相
根
村
」（
い
ず
れ
も
同

一
地
）
は
香
取
神
宮
の
領
地
で
あ
り
、
現
在
の
佐
原
市�
大
根�
地
区
に
存
在
し
た
。
同

�
�
�

地
は
、
平
安
時
代
末
か
ら
大
宮
司
（
大
中
臣
氏
）
と
地
頭
（
国
分
氏
）
と
の
係
争
地

に
な
っ
て
い
る
。
文
書
で
は
国
分
氏
が
こ
の
土
地
を
何
度
か
香
取
神
宮
に
対
し
て
寄

進
・
安
堵
・
返
付
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
中
世
を
通
じ
て
国
分
氏
が
同
地
に
勢
力

を
も
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
香
取
神
宮
の
側
は
、
同
地
の
所
有
の
点
で

劣
勢
を
強
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
苅
米　

一
志
）

�

�
�

�

�

�

�

�
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２６　永正２年（１５０５）８月１１日　平胤景敬白文写

２７　永正１５年（１５１８）９月２１日　平（国分）胤景・朝胤連署敬白文写



図
録
編
集

　

統
括
責
任　
　

山
本　

隆
志
（
本
学
歴
史
・
人
類
学
系
教
授
）

　

執　
　

筆　
　

今
井　

雅
晴
（
本
学
歴
史
・
人
類
学
系
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

根
本　

誠
二
（　
　
　

同　

右　
　
　
　
　

）

　
　
　
　
　
　
　

山
本　

隆
志
（　
　
　

同　

右　
　
　
　
　

）

　
　
　
　
　
　
　

苅
米　

一
志
（　
　
　

同　

右　
　
　

助
手
）

　
　
　
　
　
　
　

長
谷
部
将
司
（
本
学
大
学
院
歴
史
・
人
類
学
研
究
科
院
生
）

　
　
　
　
　
　
　

山
田　

雄
司
（
三
重
大
学
人
文
学
部
助
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

山
澤　
　

学
（
栃
木
県
芳
賀
町
史
編
さ
ん
室
嘱
託
職
員
）

　

撮
影
協
力　
　

佐
々
木　

茂

　

編　
　

集　
　

山
本
隆
志
・
苅
米
一
志
・
長
谷
部
将
司
・
山
澤　

学�

特
別
展
企
画

　

歴
史
・
人
類
学
系　

石
井
英
也
（
学
系
長
）　

今
井
雅
晴　

根
本
誠
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
隆
志

　

附
属
図
書
館　
　
　

山
内
芳
文
（
館
長
）　

川
野
茂
美
（
図
書
館
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
則
男　

田
中
成
直　

松
田　

實

展
示
担
当

　

附
属
図
書
館
特
別
展
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

博
（
主
査
）　

山
崎
好
子　

金
城
雅
子　

原
澤
仁
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
部
幸
祐　

上
原
由
紀　

山
内　

琢　

渡
邉
朋
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
谷
喜
美
江

出
品
協
力　
　
　

綿�
　

豊
昭
（
本
学
図
書
館
情
報
学
系
教
授
）

筑
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大
学
附
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図
書
館
特
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展

　
　
　
「
学
問
の
神
」
を
さ
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え
た
人
び
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�
�
北
野
天
満
宮
の
文
書
と
記
録��

平
成
一
四
年
一
二
月
二
日

　

発
行　

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
（
館
長　

山
内
芳
文
）
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五 �
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く
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台
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三 �
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五 �
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城
県
つ
く
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市
天
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